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説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　                 ( 昭和 32 年稿 )

石　　　狩
( 札幌―第 12 号 )

　 本 図 幅 の 野 外 調 査 は， 昭 和 31 年 6 月 か ら 8 月 に か け て， 延 約 60 日 に わ た っ て
行われた。

　 本 図 幅 作 成 に あ た り， 油 田 地 帯 に つ い て は， 石 油 資 源 開 発 株 式 会 社 札 幌 鉱 業 所

探 鉱 課 か ら， 段 丘 地 形 お よ び 地 質 に つ い て は， 北 海 道 大 学 石 井 次 郎 学 士 か ら， ま

た， 石 狩 低 地 帯 に つ い て は 同 大 学 北 川 芳 男 助 教 授 か ら， そ れ ぞ れ 資 料 の 提 供 お よ

び 有 益 な 助 言 を う け た。 と く に 低 地 帯 に 関 し て は， 本 図 幅 お よ び 説 明 書 の 主 要 部

を北川氏の資料によって作成したものである。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅は，北海道中央西部に位置し，5 万分の 1 札幌図幅地域の北に隣接する。

　この地域の西は日本海 ( 石狩湾 ) に面し，おおよそ知
し ら つ か り

津狩川河口を境に，以北は急

峻な海蝕崖が，北隣厚田図幅地域を経て留萠市に至るまで連続し，以南は単調な砂丘

海岸が石狩町を経て小樽市銭函町に至るまで，きわめて緩い孤を描いて続いている。

　本図幅地域は，地形的に，樺戸山地の南端部を占める山地および段丘地 ( 北東部 )

と，石狩低地帯の末端を占める低地帯 ( 南西部 ) との 2 つに大区分される。両者は，

この図幅地域内では，ほゞ同面積を占めている。

Ⅰ．1　山地および段丘地

　この地域の大部分は，古くから注目され，石狩段丘 1) と称されてきたみごとな海岸

段丘群の発達する地域である。
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　山地は，図幅地域北東部の小区域を占め，おおよそ 100m 以上の高度を有する地域

で，段丘群の一番高位のものの旧汀線の内側にとりかこまれている。その大部分は，い

わゆる硬質頁岩層である望来層の露出する俊別背斜軸部であることが注目される註 1)。

開析がかなり進んで，V 字型の河谷によって深く刻まれ，壮年期的な地貌を呈してい

る。

　一方，段丘地は，もっとも典型的な海岸段丘の発達する地域の一つとして，古くか

ら注目されているところである。かつて，田上政敏 1) は，これらの段丘群を 2 段 ( 望

来段丘と高岡段丘 ) に分け，その後卜部奎一 2)，長尾巧 3) らは 4 段 ( 獅子内面・大沢

面・知津狩面および高岡面 ) に分類した。筆者は 7 つの高さ，開析度，堆積物のそれ

ぞれ異なる平坦面を認めたが，これらをさらにその形成された時代を加味して，2 つ

の段丘群に大区分した。すなわち低位段丘群と中位段丘群註 2) である。

　これらは，新しいものから，さらに次のように類別される ( 第 1 図參照 )。

　　　　　　　　

　地蔵沢段丘：この地域に連続的に発達する，平坦面のうちの最高位の面をつくる段

丘であって，南端部材木沢と地蔵沢との分水嶺附近に，平坦面 ( 地蔵沢面 ) と堆積物と

がもっともよく保存されている。地蔵沢から北では，各稜線に平坦面は認められるが，

註 1)　本図幅地域と隣接の当別・月形・厚田図幅地域について，試みに 750 ｍの谷を埋めて復元等高線図（re-
stored contour map) を作成してみるといっそう明らかになり，逆に等高線密度の高い地域は，望来
層分布地域とほとんど一致する ( 海岸近くで段丘の発達する地域においてすら，注意すれば，等高線が
海岸寄りに張り出していることが観察される )。このことから，望来層は上下の地層に較べて侵蝕に対す
る抵抗度が特別につよいことが推定される。

註 2)　これらは，北海道において全般的に認められている 4)5) 低位段丘，中位段丘にほゞ相当する。高位段丘
と称されるべきものも，この地域の山地地域に推定されないわけではないが，平坦面はまさに消失しよ
うとしており，地形図ではほとんど識別することができない。しかし復元等高線図を描いてみると，処
処に 120m，140 〜 160m の面のなごりが認められ，また現地でも，稜線がほゞ一線に連なっているのが
認められる。厚田図幅 6) で高位海岸段丘と称されているものはこれである。
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第 1 図　石  狩  段  丘  分  布  図
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いずれも開析されて保存はやゝ悪く，堆積物もほとんど認められず，山稜の横断面

は円形 ( まんじゅう型 ) を示している。地蔵沢面の幅は，南端部で最大で約 2km あ

り，それ以北では約 1.5km のほゞ同じ幅のまゝ，本図幅地域を北上し，望来川を横

断して，北隣厚田図幅地域内に至り急激に狭くなり，嶺泊川の北岸で消滅する。南端

部から東方へは，材木沢を横断するとともに急激に狭くなり，東隣当別図幅地域には

いって間もなく消滅する。高さは，保存の良好な南端部では約 100m で，こゝでは前

面と隆起汀線との間の高さの差もあまり認められないが，この附近を最高として，そ

れ以北にも以東にも高さをいくぶん減じている。とくに以東においてその傾向が著し

く，隆起汀線は地形図上では，材木沢附近で 90m，当別図幅地域との境界附近では

約 80m を示している。

　聚富段丘：聚富段丘面は，本地域でもっとも広い分布を示す。幅は南端部で 3km

あまり，もっとも広い堀頭附近で約 4km であり，地蔵沢附近では大きく侵入した低位

段丘群にきられて幅 500m 以下に狭まっている。聚富段丘には高さ ( および堆積物の )

相違に基づいて，さらに 3 つの面が認められる。もっとも高い面は南部の雁皮沢面で，

その“隆起汀線”は大沢上流でよく保存されており，地蔵沢段丘との境は明瞭である。

　平坦面は，大沢側の沢と高岡側の沢との分水界 ( 佐藤農場 ) 附近で，南北性の帯状

をなしてほとんど完全に保存され，約 75m 前後の高さを示している。この面の最高

点はその南端部にあって，83.9m 三角点がそれである。“隆起汀線”は，大沢附近で

80m であるが，東方へ急激に低くなり，約 1km 東方の材木沢をすぎると約 60m に

激減している。幅も東方へ急激に狭くなり，材木沢の東側近くで消滅する。西部の聚

富面は，聚富附近から望来市街地に至る台地を構成しており，平坦面は，バス道路沿

いにほとんど完全に保存されている。最高点は，雁皮沢面と同様，南端部 (75.4m 三

角点 ) にあり，平均の高さは 65 〜 70m で，雁皮沢面より 5 〜 10m 低くなっている。

南の雁皮沢面と西の聚富面との中間に存在するのが堀頭面で，その平均高度は約 55

m で，聚富面よりさらに 10 〜 15m 低い。平坦面は，堀頭沢と正利冠川との間，およ

び望来川と嶺泊川との間で広く発達しており，その他の所では，各河川の本流，支流

に切られ多少不完全になっている。地蔵沢面との境界はほとんど地形図上では見分け

られず，現地において，堆積物の有無，稜線の断面の形 ( 堀頭面は多少とも―︱―︱―
型を示すが，地蔵沢面では＿∩＿型を示す )，あるいは両者の間に傾斜面が僅かで
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はあるが存在することなどによって，辛うじて推定される。

　聚富段丘を構成する，これらの 3 つの面を比較してみると，雁皮沢面と聚富面は相

互に対比されるが，その中間の堀頭面は一段 (10 〜 15m 程度 ) 低い面のように思われ

る。この高さの違いは，1) 2 つの異なる時期に形成された段丘面であるのか，2) 1 つ

の段丘面が局部的な昇降によって高さの差を生じたのか，あるいは，3) 1 つの面が単

に河谷の侵蝕によって，中間部 ( 堀頭面 ) だけが原形を失ったものかは目下のところ

不明である。たゞ注目すべきことは，雁皮沢面と聚富面が，ともに基盤の第三系の背

斜軸附近に位置し，堀頭面が向斜部に位置していること，また，雁皮沢面・聚富面自

体における高さが，背斜部でもっとも高く，それから遠ざかるに従って低くなること

などである。これらの点は，3 つの段丘面が，基盤の構造を反映していることを示し

ているもののようである。

　知津狩段丘：石狩段丘中もっとも連続性に富む平坦面をもっており，聚富段丘の前

面に帯状に発達する。厚田図幅地域厚田市街地の北方から海岸沿いに南下して，望来

をすぎ聚富に至り，こゝから東に折れ，陸地にはいって獅子内に至り，獅子内東方で

消滅する。本段丘も，高さと堆積物の相違に基づいて，これを 2 つに分けることがで

きる。海岸に分布するものを嶺泊面，内陸部に分布するものを当別高岡面と称する。

嶺泊面は，200 〜 300m の，狭いがほゞー定の幅で海岸沿いに連続する。厚田から知津

狩までは，その前面が海蝕崖をなして直接海に臨み註 3)，知津狩以南は冲積層によっ

て海から距てられている。高さは 25 〜 30m で，海側にかすかに傾いたほゞ完全な平

坦面を保存している。旧汀線の位置は明らかであるが，聚富段丘との間に顕著な崖は

つくらず，崖錐，匍行堆積物による緩い傾斜面をもって移り変わっている。当別高岡

面は，高岡附近註 4) でもっともよく発達し，1 〜 1.5km の幅を有するが，南北に狭く

なり，獅子内附近で東に折れて，間もなく消滅している。嶺泊面とは完全に漸移する

ので，堀頭沢附近で一応両者を区分しておく。平均の高さは約 40m であるが，嶺泊

面に較べて西側にやゝ傾斜註 5) しており，前面で約 25m，旧汀線附近で約 45 〜 50m

註 3)　厳密にいえば，海蝕崖の前面に 10 〜 30m 程度の砂浜を残し，歩行可能である。また，海岸はいくぶん遠浅
になっており，こゝに現在の海蝕平坦面が形成されつゝあるのであろう。

註 4)　卜部奎一 2)，長尾巧 3) によれば，高岡附近では，大沢面と知津狩面の 2 つが認められているが，境界は
明らかでなく，筆者は，これを 1 つとして取扱った。

註 5)　この傾斜の原因は，後の傾動によるものではなく，むしろ，その前面が，削剝を多くうけて，保存が不
完全になった結果とみるべきであろう。卜部・長尾のように，高岡附近に 2 段の平坦面が形成されたの
ち，削剝によって境界部が不明になったとみることもできないわけではないが，他地域にはこの面に 2
段を見分けることができない。
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を示す。最高点はやはり南端部にあり，50m 以上を示し，聚富面のそれと同じく，

第三系の背斜軸部と一致していることは注目すべきである。聚富段丘 ( 雁皮沢面 ) と

の境界は判然としており，地形図上でも明らかに読み取ることができる。

　高岡段丘：本地域の海岸段丘面中，もっとも新しい平坦面 ( 石狩高岡面 ) を構成し，

石狩高岡附近にのみ分布する。最大幅約 2.5km，高さは，前面で 15 〜 18m，当別高

岡面との境界附近で約 25m で，平均 20m 内外であり，ほとんど完全に原形をとゞめ

ている。知津狩段丘との境界はあまり判然とせず註 6)，( 当別 ) 高岡―石狩高岡間での

境界は，僅かに 3 〜 4m の高まりとして，辛うじて認められるにすぎない。石狩低地

帯との境は，5 〜 10m の急崖を形成している。なお，本段丘の分布が，第三系の向斜

軸部と一致することは注目すべきであろう。

　以上の段丘面の観察から，次のような点が注目される。

　1)　本地域の山地が，俊別背斜軸部にあらわれ，段丘地形は，これをとりまくよう

に分布していること。

　2)　地蔵沢段丘・聚富段丘および知津狩段丘は，ともに俊別背斜軸部附近でもっと

も高く，それより遠ざかるに従って，低くなる傾向を有すること。

　3)　聚富段丘のうちもっとも低い堀頭面の分布は，正利冠向斜軸部と一致している

こと。

　4)　知津狩段丘は，正利冠向斜軸部で大きく，陸側にはいり込み，また，もっとも

低い ( 新しい ) 高岡段丘は，同向斜軸部にのみ分布していることなどである。これら

のことから，石狩段丘は，基盤の新第三系の大構造 ( および，それによって地表を構

成するに至った新第三系各岩相の耐侵蝕度 ) と密接に関係しつつ形成され，形成の後

もなお，それらに支配されているということができよう。逆にいえば，新第三系堆積

後の褶曲運動は，石狩段丘形成中および形成後も，なお続けられているとうことがで

きるであろう註 7)。

註 6)　人工的に乱されているおそれがある。
註 7)　これと同様な現象が，北海道南端の襟裳岬でも観察されている ( 小笠原義勝 7)，猪木幸男・垣見俊弘 8))。

すなわち，襟裳岬段丘部は，日高山脈の浮き上りの影響を，その形成後も引続きうけていることが，旧
汀線の高さの測定によって判明している。



7

Ⅰ．2　低地帯 ( 石狩低地帯 )

　当図幅地域の低地帯は，北海道最大の河川である石狩川の河口近くに位置し，大部

分は，冲積世にはいってから，石狩川によって埋立てられた平地である。石狩川は，

この低地を自由蛇行によって，きわめて屈曲に富む流路をとりつつ，石狩町の北方で

日本海に注いでいる。石狩町は，日本海と石狩川とに挾まれた，帯状の砂丘地 ( 石狩

砂丘 ) 上につくられた町である。

　当地域の低地帯は，生
お や ふ る

振附近の内陸砂丘 ( 紅葉山砂丘 ) を境として，海岸側と内陸

側との 2 つの低地に分れる。海岸側のものを花
ば ん な ぐ ろ

畔低地と称し，内陸側のものを太
ふ と み

美低

湿地と称する。両者は互に異なった成因をもつもので，花畔低地は砂堤列海岸平野，

太美低湿地はバックマーシュということができる 9)。なお，海岸には現在の砂丘 ( 石

狩砂丘 ) がみごとに発達している。

　石狩砂丘 ( 海岸砂丘 )：石狩湾にのぞむ低地帯の前縁部をなして，きわめて顕著に発

達している。この砂丘は，銭函海岸 ( 銭函図幅地域内 ) から北西に向かって約 20km，

石狩川河口まで細長く続いているが，石狩川を渡ると急激に発達不良となり，まもな

く消滅する。砂丘の形態は起伏に富んでいるが，高さは最高 10m 内外で，幅は 200 〜

300m である。典型的な所では，4 〜 5 列の起伏が観察されるが，一般にそのうち

の最前列が一番高く，起伏をくりかえしながら，内陸側に漸次高さを減ずる。この砂

丘の内側約 500m の間には，砂丘沿いにきわめて低湿の不毛地が連続している。

　紅葉山砂丘 ( 内陸砂丘 )：石狩砂丘とは別に，本地域には紅葉山砂丘 1) と呼ばれる

内陸砂丘がある。紅葉山砂丘は，海岸から約 8km のところに，海岸と平行して，手

稲町下手稲 ( 札幌図幅地域 ) の新川橋附近から北東に細長く連続し，茨戸附近で旧石

狩川に切られている。この附近から砂丘は 2 列に分かれ，本図幅地域内の生振地域に

延びている。

　この砂丘は，最高点で 18m 以上 ( 札幌図幅地域紅葉山で 18.5m，本地域美登位附

近で 18.0m) にも達し，平均 14 〜 15m の高さを有している。本図幅地域内では，前

列 ( 海岸寄り ) の砂丘は 7 〜 8m，後列は 14 〜 15m の平均標高を示している。幅は

広いところで 1,000m に近く，生振附近では，前列の幅が 100 〜 200m，後列が 500m
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前後，前後列の間隔は約 1km である。なお，前列の砂丘は人工的に乱されて，現在

ほとんど原形をとゞめず，後列も削剝と人工的変形とによって，この地域では複雑な

形態を示している。

　このように，紅葉山砂丘は，高さにおいても形態の上からも，前記の石狩砂丘にま

さる規模を有する。さらに，この砂丘の重要なことは，砂丘の北西側 ( 海岸側 ) と南

東側 ( 内陸側 ) とに，地形的な差異が認められることである。すなわち前者 ( 花畔低

地 ) の方が，後者 ( 太美低湿地 ) より標高が高く，また表層地質の構成員も異なって

いる。このような事実から，紅葉山砂丘は，かつての海岸線を現わすものであろうと

いう説が，多くの人々によって述べられている 1)9)。

　花畔低地 ( 海岸低地 )：上に述べた紅葉山砂丘の前縁から石狩砂丘に至る，約 5 〜

8km の低地帯は，いわゆる海岸平野の典型的なものである。この低地の標高は 5 〜

6m であり，先に述べたように，紅葉山砂丘の内側よりも明らかに高くなっている。

この海岸平野の特徴的なことは，細かな波状地形を示すことである。この波状は，周

期 200 〜 500m で，3 〜 4m の起伏を示し，丘状に，ほゞ海岸線に平行して北東に配

列し，本図幅地域南西部から，札幌・銭函図幅地域にまたがる海岸平野に著しく発達

している。

　太美低湿地 ( 内陸低湿地 )：紅葉山砂丘の内陸側は著しい低湿地となっており，砂

丘の内側数 km の間は，海岸低地よりも標高が低く，3 〜 4m を示している。この低

湿地は，紅葉山砂丘による大規模なバックマーシュが，石狩川と当別川 ( この地域で

は後者の影響が強い ) とによって埋立てられて生じたものであり，泥炭地が大部分を

占めている。

　(附 )　石狩海岸附近の海底地形　 す で に 述 べ た よ う な 低 地 帯 の 地 形 に 関 連 し

て ， 石 狩 湾 の 海 岸 附 近 に お け る 海 底 地 形 に つ い て 一 言 し て お く 。

　 石 狩 湾 内 の 海 底 は， 北 西 に 向 か っ て 拡 が っ た 陸 棚 で， し か も， そ の 大 部 分 は，

100m よ り 浅 く， 概 略 的 に は 平 坦 な 地 形 で あ る が， 微 地 形 的 に み る と， か な り 複

雑 な 形 態 を 示 し， と く に， 海 岸 附 近 は 沖 に 向 か っ て 約 1,000 〜 2,000m の 周 期

を も つ 波 状 地 形 を も ち， そ れ が 海 岸 線 と ほ ゞ 平 行 し て い る と い う 特 徴 を も っ て い

る。 こ の よ う な 地 形 は， さ き に 述 べ た 低 地 帯 の 地 形 に， き わ め て よ く 対 応 す る も

のである。
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Ⅱ　地　　　質

Ⅱ．1　新 第 三 系

　本図幅地域の地質の主要構成員は，新第三系と第四系である。新第三系は，近隣図

幅地域内に広く発達するもののうち註 8)，　比較的上部の望来層・当別層・材木沢層か

らなる。これらは，相互に整合一連の関係であるが，これを岩相および化石内容から

考察すると，下部の望来層はやゝ深海相を示し，中部の当別層は浅海相を，上部の材

木沢層は瀕海相を示す。すなわち，この地域の堆積盆は，第三紀末期に漸次浅化して

いったものである。

Ⅱ．1．1　望　来　層

  当地域新第三系の最下部にあたり，知津狩地域と春別地域とにわかれて存在し，い

ずれも背斜軸部に現われている。下位層は盤の沢層 ( 図幅地域外 ) であって，それと

の関係も整合である。なお当地域内には本層下部は露出しておらず，その全容は，当

地域から厚田図幅地域にかけての海岸の崖でほゞ完全に観察される ( 第 2 図 )。

　望来層はいわゆる硬質頁岩 (hard shale) 層で，やゝ硬質の泥岩からなり，軟質の

泥岩〜シルト岩を挾み，硬軟両泥岩が薄互層するところは，硬質頁岩層特有の板状の

層理を示す。全層的に泥灰質の薄層および団塊を含み，後者には，径 2 〜 3.5m に及

ぶ球状〜扁平球状の巨大なものもまれではない。なお，巨大な団塊のなかには，珪質

のものもある。また，浮石質凝灰岩の薄層 (10 〜 80cm で膨縮する ) を数枚，5cm 内

外の白色凝灰岩を数枚挾む。本層の泥岩は，灰色〜暗灰色で，風化面は褐色 ( 赤錆色 )

を呈する。春別地方 ( 東部 ) と海岸地方 ( 西部 ) とでは，いくぶん岩質が異なってい

て，東部では主として硬質の泥岩のみからなる部分が多く，西部では硬軟泥岩の薄互

註 8)　かつて筆者は，対馬坤六・植村武らとともに，北隣厚田図幅地域において，同図幅地域内に発達する整
合一連の非火山性堆積物を総称して南厚田層群 6) と名づけた。当地域の望来層および当別層は同層群に
含まれている。しかし，同層群の名前は，厚田図幅地域北半に発達する火山性堆積物 ( 北厚田層群 ) と
対応させるためには，有意義であったが，樺戸山地全般としては必ずしも妥当な区分ではないので，本
図幅地域においては，南厚田層群という名称を用いない。
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第 2 図　望来−古潭海岸における望来層

層部が卓越するが，全般的には，下部は硬質の泥岩のみからなり，上部へ次第に互層

となる傾向が認められる。

　層厚は東部で 600m 以上，海岸では約 250m を示す。

　西海岸の，主として望来−知津狩間では，本層中から，おびただしい量の化石を産

する。筆者および対馬坤六・植村武 ( 厚田図幅調査当時 ) の採集したものを，第 1 表

に掲げる。
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第 1 表　望来層産出化石表

Molluscan Fossi ls  f rom the Mōrai  Formation 

Solemya  (Acharax )  tokunagai  YOKOYAMA 
S.  (A . )  yessoensis  KANEHARA 
Nucula  sp .  
Acila  (Acila)  divaricata  (HINDS) 
A .  (A . )  vigi l ia  SCHENCK

? Port landia  (Megayoldia)  thraciaeformis  (STORER) 
P .   (Port landel la)  cf .   l i schkei  (SMITH) 
Yoldia  (Yoldia )  sp.  
Nuculana  aff .   robai  KURODA 
Salepta  ?   sp .  
Neilonel la  sp .  
Venericardia  (Cyclocardia)  n .   sp .   (UOZUMI， M.  S.  )*
Calyptogena paci f ica  DALL 
Conchocele  bisecta  (CONRAD) 
Lucinoma  cf .   acut i l ineatum  (CONRAD) 
Macoma praetexta  (v.  MARTENS) n.   var.** 
M .   aff .   tokyoensis  MAKIYAMA 

Panope japonica  (A.  ADAMS) 
Natica  cf .   “ janthostoma  DESHAYES”
Fusinus  ?   sp .  
Neptunea  sp .  
Dental ium yokoyamai  MAKIYAMA 
D .   spp.  

  *   Venericardia ferruginea  に似る。最近北海道の 2，3 の本層層準から発見されている。
**   Macoma praetexta oinomikadoi  OTUKA に似る。第 2 表参照。 

　これらは，たいていは比較的小型の泥灰質の団球と軟質の泥岩部とから産するもの

である。これらのうち，Calyptogena pacifica DALL， Conchocele bisecta (CONRAD)，
Solemya tokunagai  YOKOYAMA の組合せの化石帯が，海岸では明らかに認められ，

その附近が，化石の種数，量ともにもっとも豊富である。春別地域の本層は一般に化

石に乏しく，僅かに Conchocele， Lucinoma， Venericardia， Macoma， Dental ium

など数種が採集されたにすぎない。これは，春別地域に，軟質泥岩の発達が悪いこと

によるものと思われる。
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　本地域の望来層は，東西両地域とも背斜軸部にあらわれ，石狩油田における「帽岩」

として，重要な役割を演じている。野外においても，硬質頁岩に挾在する砂岩や凝灰

岩などに，石油の滲出を見ることがある。

Ⅱ．1．2　当　別　層

　当別層は，本図幅地域内新第三系の大部分を占めて広く露出している。下位の望来

層との関係は整合漸移であり，望来層より漸次本層に移り変わるところ ( 例，第 3 図 )

第 3 図　望来−嶺泊間海岸における当別層−望来層漸移部
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では，その境界は人為的にならざるを得ない。

　本層の主要部は，灰色〜青灰色 ( 風化すれば，帯黄色〜帯褐灰色となる ) で，無層

理，やゝ軟質の，細粒〜微細粒〜シルト岩質などの単調な砂岩からなる。このなかで

は，層面の判定はきわめて困難である。まれに泥灰岩団球を含む。また，しばしば黒

雲母片を含有し，とくに上部に多くなる傾向がある。さらにまた，風化面では，本層

に特有の生痕様の模様註 9) を，いたる所でみることができる。これらは，本地域のみ

ならず，少なくとも樺戸山地全般の当別層相当層註 10) に共通してみられる性質ならび

に現象である。

　本層のなかには，数枚の凝灰岩〜凝灰角礫岩の薄層があって，部分的にはかなりの

距離にわたって追跡される。おもなものは 4 枚であり，これの連続の確かめられる部

分を，鍵層として地質図上に色別した註 11)。このうち，最下位のもの (K1) は，白色，

粗粒の凝灰岩からなり，それ自体の厚さは 20 〜 80cm にすぎないが，その上下 10m

ほどの砂岩は凝灰質で，著しく粗粒であり，緑灰色〜青緑色を呈するため，本地域で

もっとも広範囲にわたって追跡可能の鍵層である。この砂岩の粗粒化の現象は，北部

ほど強いようである。中位の凝灰岩 (K2) は，前者と異なり，白色，微粒，緻密であ

って，厚さは 15 〜 30cm 程度である。上位のもの (K3) は，K1 に甚だ近似の粗粒凝

灰岩であり，K1 と同様上下に若干の凝灰質部を伴なっている。これは当別図幅 13) に

おいて色別した「浮石層」の西方への延長である。最上部のもの (K4) は，高岡から

地蔵沢にかけて，上位層 ( 材木沢層 ) の直近下位にあらわれるもので，岩質は K1 と

K2 との中間型あるいは混合型の性質を示し，厚さは 30 〜 60cm で，上下に凝灰質部

を伴ない，凝灰岩薄層を随伴すること ( 地蔵沢 ) もある。俊別背斜東翼にはあらわれて

いない。そのほか，これらのいずれにも属さないもの，あるいは，いずれに属するか

不明のものなどを見るが，これらは地質図上には省略した。すべて白色を呈し，粗粒

のもの (K1 型 ) と緻密細粒のもの (K2 型 ) のいずれかに属し，厚さは 10 〜 30cm 程

度である。これらの凝灰岩の存在によって，はじめて本層の走向傾斜が確認され，構

註 9)　それが生痕であるかどうかは疑わしいが，Vermus 類の這い跡のようなもの，　Sand pipe または
mud pipe 状のもの，あるいはまた，箒の掃き跡 ( かすり模様 ) のような模様が，雑然と露出面にあら
われており，時には，無層理砂岩中に帯状をなしてあらわれ，層面の傾向を知る手がかりとなることが
ある。

註 10)　滝川図幅 11) の幌加尾白利加層および幌倉層，留萌図幅 12) の留萠層など。
註 11)　K1，K2，K3 および K4。実際の厚さを地質図上にあらわすことはできないから，色別された部分は

単に層準を示しているにすぎない。
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第 4 図　当  別  層  下  部  の  柱  状  図



15

造を解明することができる。

　本層の下部は，所によって層相が変化するが，概して泥質の部分註 12) が発達してい

る。望来−嶺泊間の海岸における本層は，この部分に属する淡灰色，無層理の珪藻を

多く含む軽いシルト岩によって占められている。その厚さは，望来附近でもっとも厚

く，約 150m を示し，南方へ薄化して，聚富の南方で尖滅する ( 地質断面線の附近で

は，K1 の下約 70m から望来層までがこの部分である )。一方東部では，このような

珪藻土質無層理のシルト岩は存在せず，やゝ硬質，無層理，暗灰色のシルト岩ないし

泥岩が部分的に発達する。とくに，正利冠川上流附近ではその発達が著しく，望来層

とほとんど同質の硬質頁岩を挾む厚い泥岩層 ( 厚さ約 200m) が存在するが，これは

南北にたちまち薄化尖滅する。この部分は K1 によって斜めに切られており，特定の

層準をあらわすものではない。これらの関係を第 4 図に示す。

　このような泥岩部は，上部にもなおいくらかあり，例えば獅子内西方の当別層の一

部には，望来海岸にみられるものとよく似た灰色，無層理のシルト岩がみられ，これ

には珪藻が鏡下で認められるがその量は多くない，

　最上部近くには，まれに含礫部がある。むら雲状で特定の層準を示さないが，その

岩質は材木沢層のそれとよく似ている。

　当別層の層厚は，上下の完全な材木沢附近で，約 900m である。

　化石は，望来層に較べて，種数も個体数も少なく，また特定の層準に密集せず，散

点的である。下記のものが鑑定された ( 第 2 表 )。

第 2 表　当  別  層  産  出  化  石  表
Molluscan Fossi ls  f rom the Tōbetsu Formation 

Solemya  (Acharax )  tokunagai  YOKOYAMA 　
S .   (A .  )  cf .   yessoensis  KANEHARA 
Acila  (Acila)  cf .   vigi l ia  SCITENCK 
A .   (A .  )  sp .  
A .   (Truncaci la)  sp.  
Yoldia  (Yoldia )  sp.  
Salepta  sp .

註 12)　この部分は卜部奎一 2) の当別灰色頁岩，吾妻穰 ( 帝国石油株式会社資料，1951 および 1952) の中間層に
相当し，当別 13)・月形図幅 14) 地域内でも認められる。なお当別層の主部は，卜部 2) によって正利冠砂
質頁岩層と名づけられている。
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Conchocele  bisecta  (CONRAD) 
Nemocardium  n .   sp .   ?* 
Clinocardium  sp .  
Serripes  laperousi i  (DESHAYES) 
S .   cf .   notabi l is  SOWERBY 
Macoma praetexta  (v.  MARTENS) n.   var.  ** 
M .  sp .  
Periploma besshoensis  (YOKOYAMA) 
Natica  sp .  
Plici fusus  sp .  
Ancistrolepis  sp .  
Neptunea  sp .  
Buccinidae gen.   & sp.   indet .  
Dental ium yokoyamai  MAKIYAMA 
D .   sp .  

  *  北海道の新第三系からは未だ Nemocardium の報告されたことはなく，おそらく新種と思われる。外形
　　は N.  yokoyamai  TAKEDA に似る。
 **  Macoma praetexta oinomikadoi  OTUKA と外形および左殼の套線の彎入が似るが，右殼のそれがや
　　や異なる。

　その他に，Sagari tes  を処々産し，また堀頭沢上流の本層上部から，鯨骨と思われ

る巨大な動物の骨の化石がみいだされた。

Ⅱ．1．3　材 木 沢 層

　材木沢層は，本地域新第三系の最上部を占め，高岡−石狩高岡間の向斜軸部と，獅

子内以東から当別図幅地域にかけて，段丘堆積物の下に露出している。下位の当別層

との関係を直接みられる露出は少なくないが，大沢，その他 2，3 地点の観察では整

合的である註 13)。

　本層は下位の 2 層と異なり，きわめて変化に富む岩相を示し，礫岩・砂岩・シルト

岩の乱雑な互層からなっている。相互に岩相が変化し，また，著しく“偽層”( クロス

ナミナ ) が発達し，場所によっては乱堆積を示すことがある。礫岩は，材木沢の砂利

註 13)　材木沢層と当別層との関係は，従来 2)3) は，互に平行的な走向・傾斜をもっているために，大きな不
整合はないとされていたが，それが整合であるか否かについては疑問であった。今回の調査では，大沢
の露頭で境界面が多少凹凸を示す箇所があったが，これは礫岩が他岩相を覆う場合普通にみられる現象
で，不整合面とは思われない。その他の場所では，材木沢におけるように，当別層の上部からすでに本
層の要素がはいりこみ，はっきりした境界面の引けないこともある。



採取場にもっともよくあらわれており，そこでは，5 〜 30cm の分級をうけた大小の

円礫が，著しく偽層しながら，南東に 40°内外傾いて露出している。凝固は完全でな

く，礫は手で容易に採集することができる。礫種は，材木沢の露出にかぎらず，全層

を通じて，先第三系起源の微細粒硬砂岩・藍黒色珪質粘板岩・黒色粘板岩・白色〜灰

色〜赤色珪岩，ラジオラリアをおびたゞしく含む赤色〜灰色チャート・石英・優白質

岩などと，第三系起源の流紋岩 ( ネバダイト質のもの，流理の顕著なもの，集塊岩質

のもの，浮石質のものなど ) と，安山岩 ( 普通輝石紫蘇輝石安山岩 )・珪質凝灰岩・泥

灰質岩・埋れ木などからなる。その量比はまちまちであるが，第三系起源のもののな

かでは，流紋岩以外のものはまれである。

　 流 紋 岩 は よ く 円 磨 さ れ て い る が， そ の 他 の 礫 に 較 べ て 大 型 の も の が 多 く， 同 質

の 浮 石 を 伴 な っ て い る こ と か ら， 本 層 と ほ ゞ 同 時 代 の も の と 思 わ れ る。 鏡 下 で 観

察 す る と， 本 岩 は， そ の 量 比 は 部 分 的 に 異 な る が 斜 長 石 と 石 英 か ら な り， き わ め

て ま れ に 黒 雲 母 を 含 む。 石 英 の 大 形 の も の は 著 し く 融 蝕 さ れ て い る。 石 基 は 多 く

の 場 合 ガ ラ ス 質 で あ る が， 斜 長 石 が 流 理 に 従 っ て 配 列 し て い る こ と が あ る。 一 般

に 異 質 の 古 期 岩 類 の 岩 片 を お び た ゞ し く 含 ん で い る 。

　獅子内西方のバス道路附近の崖の露出は，礫岩と砂岩との厚互層 (3 〜 4m) を示し，

礫岩の礫には，本層のそれとまったく同じで " 同時礫 " と思われる含礫シルト岩・

砂岩などの 20 〜 50cm の大塊が多数存在する。砂岩は褐色を示し偽層の発達した中

粒未凝固のものと，灰色でやゝ凝固のすすんだ細粒のものとがある。いずれも，むら

雲状に礫を含んでいる。シルト岩〜粘土岩は，灰色でやゝ硬く，時には礫を含有し，

また，細かい (1 〜 2cm) 律動的な葉理を示し，化石を含むことが多い。本層中に

は，上下を通じ，また礫岩・砂岩・泥岩のいずれを問わず，至るところに黒雲母片が

含まれており，本層の一つの特徴となっている。まれに石英粒の豊富な所もある。

　本層の層厚は，上限が不明であるが，露出している限りでは，材木沢地区で 450m

以上，高岡地区で 200m 以上である。

　化石は，前述のように，シルト岩〜粘土岩の部分から産するものが多いが，当別層

のそれと異なり，一般に倭少で，保存も悪く，ほとんど大部分が殼を残していない。

鑑定できるものが少ないが，そのおもなものは次の通りである。

　Aci la  ( s .  s .  )  sp .， Aci la  (Truncaci la )  sp .， Yoldia  ( s .  s .  )  sp .， Neptunea  c f .  

robai  KURODA，Chlamys is landica  (MÜLLER) var.， Cl inocardium  sp .   Macoma

17



sp.   Natica“ janthostoma” DESHAYES 

　材木沢層は主として本地域にのみ分布する地層で，しかも礫岩を主とする特異な地

層であり，他地域との連続が断たれ，対比にはなお問題が残されている。樺戸山地の

他地域でこの層準 ( 当別層相当層の直上位 ) を占めるものは，いずれも流紋岩質浮石

および同質凝灰岩の卓越した火山砕屑質の地層註 14) であり，本層とは一見外観が異な

っているが，ともに粗粒 ( 瀕海性 ) 堆積物で " 偽層 " に富むこと，本層中に著しく黒

雲母および流紋岩礫が含まれていることなどから，材木沢層は，前記の諸層と対比し

て誤りはないと思われる。

Ⅱ．1．4　地 質 構 造

　この地域の新第三系は，隣接する厚田・当別図幅地域，および月形図幅地域西半部

を含めて，新第三系全体に一様に作用した南に沈む巨大な緩褶曲構造に支配されてい

る。この大構造は，本地域では，2 つの並行する背斜軸と，その中間に位する 1 つの

向斜軸となってあらわれている。これらの褶曲軸は左右にほゞ対称であるが，上下に

は対称ではない。すなわち，背斜が向斜よりその両翼が急傾斜である。

　西側の背斜軸は，古くから海岸背斜 15)( 厚田図幅では小谷海岸背斜 ) と呼ばれ，厚

田図幅地域の厚田市街に端を発して，海岸沿いに南下し，望来附近で海にはいりなお

南下し，知津狩附近でふたゝび上陸するが直ちに冲積層下に没し，これより南への延

長は物理探査の資料註 15) によって，石狩町東方を通過して，茨戸から札幌図幅地域に

抜けることが推定される。厚田―知津狩間約 14km，冲積層下のものを合すると延長

30km 以上に及ぶ背斜軸である。一方，東側の背斜軸は，春別 ( または俊別 ) 背斜 15)

あるいは発足背斜 6)14) と呼ばれ，月形図幅地域発足部落附近にはじまり，ほゞ南北方

向に，同図幅地域から当別図幅地域の北西をかすめ，ついで南西方向に向かい，獅子

内附近で冲積層下に没し，太美南方で札幌図幅地域に抜けるもので，発足―獅子内間

の第三系露出地域のみで延長 25km に達する。この 2 つの巨大な背斜に挾まれた向斜

軸が正利冠向斜で，その規模はむろん東西の背斜軸と同様であるが，その形態は，両

背斜の断面がやゝ高い山型を呈するのに対し，底の浅い舟底形を呈している。本地域

註 14)　月形図幅地域 14) の厚軽臼内層，滝川図幅地域 11）の深川層群の鮫淵・一の沢両層 ( いわゆる滝川層中
部 ) など，砂川低地帯周辺に発達している。

註 15)　石油資源開発株式会社の資料による。春別背斜についても同様
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の新第三系は，海岸背斜の東翼と，正利冠向斜および春別背斜の両翼を構成し，春別

背斜の東翼は，同時に同背斜に並走してさらに規模の大きい当別向斜 13)( 図幅地域外 )

の西翼に相当する。これら褶曲軸は，一般的に南へ緩く沈む傾向を有し，したがって

分布する地層は北ほど古く，南に新しくなる傾向がある註 16)。

　春別背斜と海岸背斜冠部には石油が胚胎しており，春別地域と知津狩地域では古く

から採掘され，またその他でも探鉱が行われ，最近では冲積層下におけるこれら背斜

の延長部も注目されつゝある。

　断層は，詳細な調査の行われている春別地域 ( 石油採油地 ) で，小規模なものが認

められるのみで，その他の所ではほとんど認められず，認められる 2，3 の断層も，

重要な意味をもつものではない。

Ⅱ．2　更　新　統

Ⅱ．2．1　獅 子 内 層

　獅子内層は，その分布が明らかでなく，確実に本層と認められるものは，獅子内東

部の比較的狭い地域に限られている註 17)。好露出地に恵まれないが，獅子内墓地附近

の崖およびそれより約 700m 東方の砂利採集場の崖に典型的に露われる。

　本層は主として，淘汰の良好な，半凝固ないし未凝固の砂からなり，礫質部を少な

からず含んでいる。砂中には石英粒 ( 時に 3 〜 4mm に及ぶ ) が顕著である。砂層の礫

は，完全に円磨された先第三系の珪岩・砂岩・チャート・粘板岩などと，第三系の流

紋岩などからなり，材木沢層のものとほとんど変わらない。また，材木沢層起源の泥

岩や含礫シルト岩を礫としてブロック状に含み，一見偽礫状にみえる部分がある註 18)。

註 16)　しかしながら，春別背斜軸は，本地域の南部では，ほとんど水平に走り，南端獅子内附近では，かすか
に上昇する傾向があらわれている。最近の物理探査の結果，同背斜軸は，平野部にはいるとその傾向が
顕著になり，太美の西方にドーム構造があらわれている。同様なことは，正利冠向斜，海岸背斜につい
てもあてはまるようである。

註 17)　獅子内層の分布が，獅子内東部に限られていて，西部 ( 海側 ) に分布しないことは，本層が海成層であ
ることを考えると，不思議である。東部には知津狩段丘と高岡段丘とがあって，その面の下の砂層の一
部は本層であることが充分考えられるが，決定的な証拠がないので，段丘堆積物として一括した。

註 18)　材木沢層の礫岩にも，これと一見同様の現象があるが，しかし注意して観察すると，材木沢層のものは
真の“偽礫”であって，本層のものは，材木沢層起源の“礫”であることがわかる。
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一般に，著しく“偽層”に富み，堆積異状や“面なし断層”も観察され，瀕海性の堆

積物であることを物語っている。

　本層と直下位の材木沢層とは，堆積環境が同じ ( 瀕海性 ) であり，前者がその大部

分の物質の供給を後者に仰いでいるため，岩質もきわめて似通っている。したがって，

両者の区別が所によってはきわめて困難である。僅かに材木沢層に顕著な雲母粒が本

層にはあまり見られないことや，本層の方が酸化鉄により赤味を帯びていることなど

によって，辛うじて区別されるにすぎない。しかし，この両者の関係は，明らかに傾

斜不整合であって，その関係は，前記墓地附近の崖で観察される。そこでは，50°内

外の傾斜をもつ材木沢層の細礫岩を，獅子内層の中〜細礫岩が，15 〜 20°の傾斜で覆

っているのが認められる。たゞし，その境界はあまり明らかではなく，偽層の一種と

見誤り易く，したがってこの崖全体を獅子内層と見誤るおそれがある。

　本層の傾斜は，偽層が著しいため，正確な所は明らかではないが，模式地墓地裏の

崖やその東方の崖では 15 〜 20°，大沢附近でも 8 〜 15°南東へ傾斜しており，その走向

は，大体において，新第三系のそれと調和的である。

　本層は，獅子内化石動物群と称せられる介化石を多産するが，その産地は，雁皮沢

の沢口から約 400m の南岸の小崖およびその附近の沢底の露出に限られている。すで

に報告 16)17) されたものは，第 3 表の通りで，いずれも同じ産地からのものである ( 長

尾 17)，大炊御門 16) より筆者編集 )。

第 3 表　獅  子  內  層  産  出  化  石  表
Fossi ls  f rom the Shishinai  Formation 

PELECYPODA 

N O K*   Aci la  (Truncaci la)  insignis  (GOULD) 
O K       Arca boucardi  JOUSSEAME=A .   kobet iana  PILSBRY 

N K       Pseudogramatodon obl iquatus  (YOKOYAMA) 
N          Anadara bronghtoni  (SCHRENCK) =A .   in f lata  (REEVE) 
N O K   Glycymeris  yessoensis  (SOWERBY) 
O          Crenel la  yokoyamai  NOMURA 
N O K   Myt i lus  grayanus DUNKER 
N          M .          edul is  (LINNÉ) 
N O      Chlamys  (Chlamys )  swi f t i i  (BERNARDI)  
N O      Ch .         (Ch .  )  nipponensis  akazara  KURODA
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N O K   Pat inopecten yessoensis  (JAY) 
N O      Limatula subauriculata  (MONTAGU) 
K          Anomya  sp .  
N         Ostrea gigas THUNBERG 
N         O .        rosacea  DESHAYES 
O          Venericardia  (Miodontiscus )  prolongata nakamurai  (Y0KOYAMA) 
N O K   V .                 (Cyclocardia)  ferruginea  CLESSIN 

O          Corbicula  sp .   ( immature of  C .   nipponensis  ?)  
N           Joannis ie l la  cumingi  (HANLEY) 
O K       Felaniel la  usta  (GOULD) 
N          Diplodonta gouldi  (YOKOYAMA) 
N          Lucinoma“annulatum  (REEVE)”
O          Pil lucina pis idium  (DUNKER) 
O          Mysel la  oblongata  (YOKOYAMA) 
O          M .          japonica  (YOKOYAMA) 
N          Fulvia mutica  (REEVE) 
O K      Clinocardium cal i forniense  (DESHAYES) 
N O K   Cal l is ta  brevis iphonata  (CONRAD) 
N          C .          chinensis  (HOLTEN) 
N O K   Saxidomus purpuratus  (SOWERBY) 
N          Cyclina“sinensis  (GMELIN)”
K          Mercenaria s t impsoni  (GOULD) 
O K       Protothaca s taminea (CONRAD) 
K         Call i thaca adamsi  (REEVE) 
O K ?     Tapes  (Ruditapes )variegata(SOWERBY) =? Venerupis (Amygdala )  
                                                                         japonica (DASHAYES) 
O          Mactra  sp .  ( immature of  M .   carneopicta PILSBRY ?)  
N O K   Spisula  (Mactromeris )  voyi  (GABB) 
N O      Soletel l ina  (Nuttal l ia)  olivacea  (JAY) 
N O K    Psammocola cal i fornica  (CONRAD) =Psamobia kazusensis  
                                                                (YOKOYAMA) 
N           Schizothaerus keenae KURODA et  HABE.  
N O K    Macoma incongrua  (v.   MARTENS) 
O          M .          nipponica  TOKUNAGA 
N          M .          tokyoensis  MAKIYAMA 

O          Fabulina ni t idula  (DUNKER) 
O K       Cadel la  lubrica  (GOULD) =Cadel la  salmonea  (CARPENTER) 
N O       Anisocorbula venusta  (GOULD)
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O          Hiatel la  oriental is  (YOKOYAMA) 
O          Mya truncata  LINNÉ 
O K       M .    arenaria japonica  JAY 

N          Panope japonica  A.   ADAMS 

O K       Cryptomya  sp .  
O K       Entodesma truncat iss ima (PILSBRY) =E .   navicula  A.   ADAMS & 
                                                                  REEVE 
O K       Myodora f luctuosa  GOULD 

GASTROPODA 

N O       Puncturel la  (Puncturel la)  nobil is  (A.   ADAMS) 
O K      Notoacmea schrencki i  (LISCHKE) 
O K       N .              pygmaea  (DUNKER) 
O          “Patel loida” sp .  
N O K   Acmaea pal l ida  (GOULD) 
O          Lirularia pygmaea  (YOKOYAMA) 
O          “Margari tes”sp.  
O          Solariel la  sp .  
N  O  K  Calliostoma multiliratum (SOWERBY) = C.  shinagawense TOKUNAGA 
K          Trochidae gen.  & sp.  indet .  
O          “Ganesa” sp .  = Leptothyra  sp .   ?  
O K       Leptothyra amussi tata  (GOULD) 
N          L .               purpurescens  (DUNKER) 
O          Lacuna inornata  (YOKOYAMA) 
O          “Cingula” sp .  No.  1  
O          “Cingula” sp .  No.  2  
O          Alvania concinna  A.   ADAMS

O          A .          maya  (YOKOYAMA) 
O          Caecum  sp .  
O          “Ceri thiopsis” sp .  
O K       Sei la  crassicincta  (YOKOYAMA) 
O          Triphora  sp .  
O          Leucot ina dianae  (A.   ADAMS) 
O          “Menestho” (Menestho )  exarat iss ima  (DALL & BARTSCH) 
O          “Menestho” (odet ta)  sp.  
K          Odostomya  ?  sp.  
O          Polinices  (Lunatia )  pall idus  BRODERIP & SOWERBY
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K          P .            ?  sp.    
O          Natica  (Tectonat ica)  clausa  BRODERIP & SOWERBY) 
N K      N .        “ janthostoma  DESHAYES”
K          ?  Trophonopsis  beringi  DALL 
O K       Trophonopsis  (Boreotrophon )  sp.  
O K?     Cerastostoma  (Ocenebra )  aduncum  (SOWERBY) 
N          Fusinus  cf .   nodosopl icatus  DUNKER 
N          Neptunea arthri t ica (BERNARDI)  
O K       Mitrel la  burchardi  (DUNKER) 
O K       Searlesia fuscolabiata  (SMITH) 
N O K   Nassarius  japonicus (A.   ADAMS) =N .   doninulus  
                                                             (TAPPARONE & CANEFRI)  
O          Haedropleura fukuchiana  (YOKOYAMA) 
O K?     Cythara  (Mangel ia)  deshayesi i  (DUNKER) 
O K      Ringicula  sp .  
O          “Retusa” sp .  
K          Gen.   & sp.   indet .  

OTHERS 

O          Terebratal ia  coreanica  (ADAMS & REEVE) 
K          Balanus sp.  
K          Echinarachnis  ?   sp .  
K          Bryozoa gen.   & sp.   indet .  

                                                                            *　報告者をあらわす記号
N は長尾 ( 文献 17) が報告したもの
O は大炊御門 ( 文献 16) が報告したもの
K は筆者の採集したもの

　 今 回 の 調 査 で， 新 た に 追 加 す べ き 属 種 は， 次 の 数 種 で あ る。 す な わ ち Merce-

n a r i a  s t i m p s o n i  ( G O U L D ) ， C a l l i t h a c a  a d a m s i  ( R E E V E ) ， P e ro n i d e a  l u b r i c a 

(GOULD)， Odos tomya  ?  sp .， Pol in i ce s  ?  sp .， Trophonops i s  be r ing i  (DALL)， 

Gen.  et sp.  indet. 2 種。
　 大 炊 御 門 に よ れ ば， 獅 子 内 層 堆 積 当 時 は， 現 在 の 日 本 海 ( 石 狩 沖 ) と 大 差 な い
水 温 下 に あ っ た と さ れ て い る 。
　 同 じ 産 地 か ら 高 柳 洋 吉 18) は， 次 の よ う な 有 孔 虫 化 石 を 報 告 し た。Eggerella ad-

vena (CUSHMAN)，Quinqueloculina costata d'ORBIGNY，Q.  vulgaris d'ORBIGNY， 

Gut tu l ina  pac i f i ca  (CUSHMAN & OZAWA)，Pseudopo l imorph ina  sp .，Nonion 

j a p o n i c a  A S A N O ， P s e u d o n o n i o n  j a p o n i c u m  A S A N O ， E l p h i d i u m  a d e n u m 

(CUSHMAN) ，E .   incertum clavatum CUSHMAN， E .   jenseni  (CUSHMAN)， E .
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k u s h i ro e n s e  A S A N O ， B u l i m i n e l l u  e l e g a n t i s s i m a  ( d ' O R B I G N Y ) ， E n t o s o l e n i a 

l a e v i g a t a  ( R E U S S ) ， D i s c o p u l i v i n u l i n a  b r a d y i  ( C U S H A N ) ， D .   c f .   n i t i d a 

(WILLIAMSON)，D .   orbicularis  (TERGUEM)，Eponides fr igidus (CUSHMAN)， 

Rotalia  cf .   beccarii  (LINNAEUS)，Cibicides lobatulus  (WALKER & JACOB) 
　 高 柳 は， こ れ ら 有 孔 虫 化 石 か ら， 本 層 は 北 海 道 に お け る 代 表 的 な 海 成 旧 洪 積 層

釧 路 層 よ り も ， や ゝ 寒 冷 な 海 況 に 堆 積 し た で あ ろ う と 推 論 し て い る 。

　獅子内層は北海道の海成旧洪積層の代表的なものの一つとされているが，旧洪積世

である証拠は意外に乏しく，おそらく，地層が傾斜していること，海成層であるこ

と，段丘面を構成せず，中位段丘群におゝわれていることなどから，汎北海道的な視

野で，かゝる対比が行われたものと思われる。今回の調査でも中位段丘のうち，聚

富段丘には確実に切られているが，地蔵沢段丘との直接の関係は判明しなかった。そ

の化石内容からみれば，旧洪積世としても後期に属するものであろう。

II．2．2　伊 達 山 層

　本層の模式地は，東隣当別図幅伊達山附近註 19) である。本図幅地においては，材木

沢附近に僅かにあらわれているにすぎないが，岩質上，模式地のそれの西方延長部と

考えられる。主として灰色〜青灰色の粘土およびシルトからなり，砂・礫を挾有し，

一般に分級がよく行われている。粘土層のなかには，所によって植物化石の破片をお

びただしく含むが，鑑定不可能である。模式地と同様，本地域でもほとんど水平に堆

積している。本層は，その岩質から非海成層 ( おそらく湖沼性堆積物 ) と思われる。

　伊達山層と獅子内層との関係はいまだ断言し難いが，獅子内層が大沢附近では，そ

の上部に粘土層を介在するようになり傾斜も水平に近くなること，伊達山層も本地域

では，模式地のそれより砂礫層を多く介在することなどから，おそらく本層は，獅子

内層の上部と同時異相，ないし獅子内層の上に整合的に累重する関係にあると思われ

る。

　これとは別に，聚富南方にも当別層を不整合に覆い，段丘堆積層に不整合に覆われ

て，伊達山層に類似した堆積物が小区域を占めて分布している。粘土層を主とする部

註 19)　当別図幅 13) においてはとくに地層名をつけなかったが，段丘堆積層の下位層とし「……当別市街の北
東伊達山の主体をなす地層で，未凝固の砂・礫・粘土層からなり，粘土層がやゝ卓越する。……」と記
載されているものがそれである。北海道大学石井次郎によって伊達山粘土層 (M，S. ) と称されている。
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第 5 図　聚富南方の伊達山層 ?
(Loc. は第 1 図参照，凡例は第 7 図参照 )

分は，第 5 図の通り伊達山層に似て，それよりいっそう細かい互層を示し，湖沼性堆

積物を思わせる。しかし，この地域のものは，側方へたちまち偽層に富む砂礫層に変

化し，層相がきわめて不安定である。一応，岩質の類似性から伊達山層に対比し，地

質図上では同一に彩色したが，旧洪積世のものであるという証拠はない。

Ⅱ．2．3　段 丘 堆 積 層

　石狩段丘は，段丘面が保存されているかぎり，多少とも堆積物を有する。つまり，

各段丘面は ( 削剝面ではなくて )，おのおのの堆積物の堆積面である。しかしながら，

各段丘面下の堆積物が，すべてその段丘形成期の産物であるか否かについては疑問が

ある。すなわち，ある段丘の堆積物が，より高位 ( 前期 ) の段丘堆積物をすっかり削

りつくした後に堆積したものであるかどうかは，今回の調査では断言し難い。また獅
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子内層に関しても，それが当別高岡面，および石狩高岡面下に保存されている可能性

がないとはいえない ( 前記両面の下には，比較的獅子内層に類似した海成砂層が存在

し，その一部は，獅子内層とも考えられることはすでに述べた )。しかし，これらの

関係を厳密に規定することはできないので，便宜的ではあるが，一つの段丘面下の堆

積物を一括して彩色し，かつ記載しておく。

　石狩段丘は，いわゆる海岸段丘であるが，それが厳密な意味で「海成段丘」である

か否かは，堆積物の内容からある程度明らかにすることができる。すなわち，中位段

丘群 ( 地蔵沢段丘と聚富段丘 ) は，堆積物の大部分が非海成の砂・礫・粘土層，ある

いは基盤第三系から直接由来した 2 次堆積層からなり，陸上の堆積物であるから，こ

の段丘はおそらく，現在の氾濫原と似た環境のもとで形成されたと思われる。それに

反して，低位段丘群 ( 知津狩段丘と高岡段丘 ) においては，その堆積物のうち，少な

くとも下部はいずれも海成の砂礫層からなり，この点では海成段丘ととなえられるべ

きものである。しかしその上部においては，陸側の面 ( 当別高岡面および石狩高岡面 )

にのみ，非海成の粘土層および 2 次堆積層が存在する。したがって地形面の最終的な

形は，海が後退した後，陸上で形成されたものと思われる。

　本地域の段丘堆積層は，すべて新洪積世に属する註 20)。近年，北海道各地で段丘お

よび段丘堆積層の研究が行われ，また日高山脈における氷期の研究に基づいて，全道

的な段丘の編年が試みられているが 19)20)，それによると，北海道のいわゆる“中位段

丘”は第 3 氷期 ( ポロシリ氷期 ) に，“低位段丘”は第 4 氷期および後氷期 ( トッタ

ベツ氷期ⅠとⅡ ) に，それぞれ対比されている。本地域の低位段丘群はいわゆる“低

位段丘”に，中位段丘群は " 中位段丘 " に対応するものであるから，前記の対比がほ

ぼあてはまるであろう。

　地蔵沢段丘堆積層　本図幅地域の最高位を占める地蔵沢段丘は，その表面の保存が

地蔵沢以北では著しく悪く，堆積物もほとんど欠除しているか，もしくは移動して 2

次堆積物となっている。地蔵沢−材木沢間では，比較的保存が良好であるが，そこで

は，第 6 図に示すように，35cm 内外の粘土層を挾む分級不良の礫層が，基盤を不整

合に覆っており，この粘土層の挾みは，ある程度追跡することができる。礫層は，さ

註 20)　長尾巧 3) は，石狩段丘のうち嶺泊面と石狩高岡面の形成を，冲積期と考えているが，他地域と対比する
場合，洪積世末と考えた方が合理的である。
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第 6 図　地蔵沢面の堆積物 ( 大沢上流 )
 (Loc.  162，第 1 図参照，凡例は第 7 図参照 )

らにシルト〜粘土層に覆われているが，これは，厚さの変化が著しく，2 次的堆積物

の疑いが濃い。層厚は 4 〜 7m 以上。下部の礫層は非海成層 ( おそらくは氾濫原堆積

物 ) と思われる。

　聚富段丘堆積層　聚富段丘を構成する 3 つの面，すなわち雁皮沢面・聚富面および

堀頭面に対応して，それぞれ層相，層厚の異なる堆積を行っている。もっとも高位の

第 7 図　雁皮沢面の堆積物 (Loc.  は第 1 図参照 )
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雁皮沢面の堆積物は，またもっとも厚く，かつ安定した発達をみせており，比較的分

級のすゝんだ，礫層から砂層を経て粘土層に至るサイクルが，少なくとも 2 回，所に

よっては 4 回繰り返されている ( 第 7 図 )。粘土層は所により腐植質で，腐植土ないし

泥炭土が形成されており，サイクルの間に堆積間隙の存在したことを物語っている。

厚さは 10 〜 14m 以上。下限不明のところが多く，とくに材木沢層や獅子内層の上に

のる部分では，不整合面の観察できる所がなく，したがって最下位のサイクルの下部

は，獅子内層か材本沢層の粘土化した部分が含まれている疑いがある。これに反して

聚富面の堆積物は，発達が著しく悪く，層相が不安定である。部分的にやゝ厚い砂礫

層が下位にあり ( 下部層 )，その上には，当別層とよく似た岩相の含礫の細砂ないしシ

ルトが重なり ( 上部層 )，時には雑然とした礫層に変化することがある ( 第 8 図 )。こ

第 8 図　聚  富  面  の  堆  積  物

の上部層は，当別層の 2 次堆積によるものと思われる。厚さ 4 〜 7m で，厚い所では

下部に砂礫層が発達している。堀頭面の堆積物はさらに不安定であって，主として当

別層の 2 次堆積と思われる微細砂ないしシルトからなる。当別層との境界附近では，

礫層がなければ不整合面がほとんど認められず，かすかに並ぶ礫の存在で，辛うじて

それと識別されるほど，当別層によく似ている。下部に礫を含む砂層の発達している

所があり，望来附近の海岸寄りの部分に多い。これは，まれに砂鉄を含み，また偽層
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が発達し，風化面が赤味を帯びているなど，海成層を思わせるものである。望来−嶺

泊間の海岸近くの堆積物は，割合に安定していて，一般に下部は礫層を不規則に挾む

微細砂・シルト・粘土の互層，上部は粘土層からなり，5 〜 6m の厚さを示す。本沢

附近の望来川北岸には，下部に赤色の砂層が発達している。層厚は 3 〜 11m 以上で，

変化に富むが，全般的にはきわめてうすく，厚いところには常に下部の砂礫層が発達

する。

　聚富段丘堆積層を大観すると，堀頭面の下に部分的に認められる海成層らしいもの

を除くと，すべて陸成の堆積物と思われる。ほゞ同時形成の面と思われる雁皮沢面と

聚富面との間で，著しい堆積相の変化がみられることが注目される。

　知津狩段丘堆積層　知津狩段丘は，それを構成する 2 つの面に対応して，堆積物の

内容を若干異にしている。海岸沿いの嶺泊面の堆積物は，20m 内外の標高の不整合面

で基盤を覆い，下部は礫層から，上部は含礫の砂層からなり，風化面は茶褐色を帯び

ている。偽層に富み，またまれに砂鉄を含有し，典型的な海成層で，おそらく現在の

海浜と同様の環境で堆積したものであろう。最上部は 2m 内外の暗褐黒色の，腐植質

ないし泥炭質の砂壌土からなり，これは，下の砂礫層の土壌化産物および 2 次堆積層

と思われる ( 第 9 図参照 )。厚さは 5 〜 8m である。この堆積層は厚田図幅地域で，低

第 9 図　望来南方海岸における嶺泊面の堆積物 ( 高さをやゝ誇張してある )

位 ( 海岸 ) 段丘堆積層としたものに連続する。当別高岡面の堆積物は，下部 1 〜 2m の

間は嶺泊面と同様の，風化して赤褐色を呈する砂礫層からなり，偽層を有し，所によ

り砂鉄を含む海成堆積物であるが，その上部に，4 〜 5m の粘土を主とし，砂礫を含

むやゝ厚い非海成堆積物を有する ( 第 10 図 )。上下の境界附近に，堆積の間隙 ( 不整合
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第 10 図　当  別  高  岡  面  の  堆  積  物

を思わせる，腐植土ないし泥炭土が存在する。上部粘土層のなかには，25 〜 50cm の

白色磨砂質の凝灰岩を挾み，これは割に普遍的に追跡することが可能である。下部の

砂礫層は，嶺泊面の堆積層に対比されるものと思われる註 21)。また上部層は，後述す

る石狩高岡面上部層と，ほゞ同様の岩質を示し，当別高岡面形成後に堆積 ( 凝灰岩も

従ってその時期に ) した 2 次堆積層の疑いがある。南端部獅子内附近では，上部の粘

土層を欠き，ほとんど海成の砂礫層のみからなり，そこでは厚さ 5 〜 6m に達する。

　高岡段丘堆積層　高岡段丘，すなわち石狩高岡面の堆積物は，低地帯との境の段丘

崖によくあらわれている。下部は，6 〜 8m 以上の，やゝ厚い，未凝固，粗〜細粒，

石英粒の顕著な含礫砂層からなる。礫層が介在するが，連続性はない。砂はよく分級

されており，風化して黄褐色を呈し，まれに砂鉄に富む部分があり，また小規模の偽

層が観察されるので，これは海成層と思われる。含礫砂層の上に 2 〜 3m の粘土層が存

在するが，これは陸成のものである。知津狩川に臨む崖の露出では，上部層のなかに

厚さ約 20cm の白色の凝灰岩が存在し，当別高岡面のそれとよく似ている。この凝灰

岩のみでなく，本層の堆積状況全体が ( 厚さを度外視すると ) 知津狩段丘のうち，当

註 21)　獅子内層のなごりである疑いもないわけではない。
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別高岡面の堆積物とよく似ている。それで，当別高岡面と石狩高岡面とは時代を異に

して形成されたが，その後に，凝灰岩を含む粘土層が共通に堆積したとも考えられる。

　その他の段丘堆積物　この地域においては，石狩段丘 ( 海岸段丘 ) の美麗な発達に

較べて，河岸段丘の発達はきわめて悪い。

　望来川流域では，望来から厚田に至る新道の切割り ( 本沢附近 ) で，山地周辺部に

6 〜 7m のシルト・粘土の互層が見られる。また正利冠川流域でも，処々数 m の，当

別層とほとんど区別のつかない，粘土混りの砂層がみられる。これらは，高さの点か

ら，嶺泊面より新しい洪積層で，おそらく河岸段丘の堆積物と考えられる。しかし，

段丘面はほとんど残っていない。

　石狩高岡と知津狩川との間には，高岡段丘をさらに 3m 内外刻んだ河岸段丘が，狭

く帯状 (50m 内外 ) をなして，比較的明瞭にみられる。堆積物としては下部 2 〜 3m

は分級をうけない礫層，その上 60 〜 100cm には粘土層がある。

　材木沢−大沢附近の山地周辺に，当別図幅地域から連続する当別川沿岸の，河岸段

丘堆積物と思われる砂礫層が存在するが，段丘の形は失われていて，雁皮沢面との区

別がつかない。

　太美二十線 ( 南北の道路 ) が材木沢−獅子内間のバス道路とぶつかる所に，大きな

段丘崖がある ( 約 20m)。その堆積物は，下限は不明であるが礫―砂〜シルト―粘土

のサイクルの，2 回の繰り返しからなっており，上下のサイクルの間に腐植質の粘土

を挾んでいる。その上の平坦面の標高から，一応この面を当別高岡面の延長と考えた

が，堆積物はむしろ雁皮沢面のそれと似ており，しかもはるかに厚いものである。い

まのところ，この堆積物の所属は不明といわねばならない。

Ⅱ．3　現　世　統

　本図幅地域における現世統 ( 広義の冲積層 ) は，大部分が低地帯の堆積物であり，

それは，海浜堆積物・砂丘堆積物・泥炭地堆積物の 3 つにわけられる。そのほかに各

河川の沿岸に氾濫原堆積物 ( 狭義の冲積層 ) があり，また段丘上には，2 次堆積物と

して匍行堆積物がある。

　各説にはいる前に，石狩低地帯の地史について，概略を述べておく。
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　冲積世初葉の海進によって，現在石狩低地帯と呼ばれる全域は，浅海―瀕海域とな

った。この水域に向かって，各河川からの物質が運搬されてそこに堆積し，埋積作用

がおこなわれた。それと同時に，若干の隆起運動により，冲積世初葉の末期には註 22)，

現在の紅葉山附近まで汀線が後退し，ある期間停滞した。それゆえ，そこに紅葉山砂

丘が形成され，その内陸部は沼沢地化し，泥炭の生育をみた。これに対し，外側 ( 汀

線附近の海域 ) には，潮流により砂堆が海岸線に平行して，波状に形成されつつあっ

た。その後，陸地の数 m に及ぶ急激な上昇によって，汀線はさらに現在の海岸線附近

まで後退した。そのために，紅葉山の前面には砂質の平行堤列平野が出現し，現在で

は本地域の南西部の波状地形に，そのなごりをとゞめている。それとほゞ同時期に，

海底である程度形成されていた砂堆が，海面に顔を出し，現在の石狩砂丘の基礎とな

った 20)。その後の潮流や偏向風によって，砂丘は成長を続け，現在みられるような，

高さ 10m に達するものに発展したのである。

　さらに，いままで繰り返されたと同じような現象が，現在の石狩湾の海底にみられ

ることは，よりよくこの海岸平野の生成を明らかにしている。

Ⅱ．3．1　海浜堆積物

　紅葉山砂丘と石狩 ( 海岸 ) 砂丘との間 ( 花畔低地 ) に広く分布する砂層であって，

花畔砂壌土註 23) と呼ばれている。この名称は，表層附近にみられる堆積物について，

名づけられたものである。

　この砂層は，その名の示すように，表層部は風化されて砂質ローム註 24)( 砂壌土 )

からなるが，下部は漸移的に細粒砂となり，現在の海岸でみられるものと類似してい

る。新川 ( 札幌・銭函図幅地域にまたがる ) 沿いにこの砂層の粒度組成をみると，内

陸側に粗く，海岸側に近づくほど細かくなっている。また，花畔市街地から樽川に向

かう粒度組成をみると第 4 表のようであり，65 mesh と 100 mesh との間に粒度の

境界がみられ，これを基準にとると，北東側の方が粗く，南西樽川から銭函図幅地域

に向かって細かくなる傾向がみられる。

註 22)　いわゆる縄文期の末期
註 23)　札幌図幅 21) で命名されたもので。砂壌土あるいは砂からなる。この名称は土性をあらわす意味をも含

めており，土壌調査で一般に用いる名前を採用したものである。
註 24)　砂 (<2mm) 中の粘土 (<0.01mm) 含有量により区分された名称。粘土含有量が 12.5 〜 25% であ

るもの。
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第 4 表　花畔―樽川附近における海浜堆積物の粒度組成
　　　　　　　　　　　　　　　                                                             　( 調査者：北海道大学　北川芳男 )

　砂層の構成物質は，おもに岩石片と造岩鉱物片とである。岩石片は，チャート・頁

岩・安山岩などで，その量比には部分的な差がみられる。造岩鉱物としては，斜長石

がその大部分を占め，次いで石英が多く，有色鉱物としては，緑色角閃石・普通輝石・

紫蘇輝石などが含まれている。

　また，この砂層の上部には，部分的に沼鉄鉱の沈積がみられ，石狩八幡町から大曲

附近に顕著である。

Ⅱ．3．2　砂丘堆積物

　紅葉山砂丘砂層　紅葉山砂丘註 25) を構成する，砂および砂礫層について与えられた

名称である。

　砂丘の構成砂は，細粒で，しかも等粒であることが特徴的で，砂粒はかなり円磨さ

れている。色は黄褐色〜白灰色である。

　この砂層の下部には，砂丘の分布に一致して礫層がある。この礫層は，札幌図幅地

域内の新川の切り割でよく観察される。礫の種類は，おもに普通輝石紫蘇輝石安山岩

である。そのほか，珪岩・石英粗面岩質凝灰岩・頁岩なども多少含まれている。

　石狩砂丘砂　現在の海岸に発達する石狩砂丘の構成員に与えた名称である。石狩砂

註 25)　札幌図幅 2) 参照。
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丘砂は，その一部には海浜環境によって，堆積したものもあるようであるが，表層の

大部分は風成堆積物とみなされる。しかし，厳密にそれを区分することは困難であ

る。

　石狩町附近において，汀線附近の砂から，石狩砂丘に向かっての粒度組成をみると .

第 5 表のとおりである。これからもわかるように，粒度においても，汀線附近のもの

第 5 表　石狩砂丘砂と現海浜砂の粒度組成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                       ( 調査者：北海道大学　北川芳男 )

と砂丘構成砂には差異がみられる。また，1g 中の磁性鉱物を比較すると

汀　　線　　　　  23 mg/g

海　　浜　　　   122 mg/g

砂丘の上　　　　167 mg/g

であり，現汀線附近のものは，明らかに異なっている。

　また，さきに述べた紅葉山砂丘砂と比較すると，きわめて類似した粒度曲線を示し

ている。しかし，田上政敏 1) は，石狩砂丘砂が紅葉山砂丘のそれよりも，粒度におい

て粗であることを指摘している。

Ⅱ．3．3　泥炭地堆積物

　本図幅地域の泥炭は，太美附近から美登位附近にかけ，丘陵縁辺から石狩川北東岸

にわたって広く分布する。

　通常，泥炭地を構成する泥炭は，構成植物によって，低位泥炭・中間泥炭・高位泥

炭の 3 つに区分されるが，本地域には，低位および高位の 2 つより分布していない。
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　低位泥炭　各地に発達する泥炭地の周辺部にみられ，本図幅地域においても，広く

分布している。構成植物は，おもにヨシまたは樹木からなる泥炭で，本地域において

は 2m 内外の厚さをもっている。石狩太美の十九線南五号における低位泥炭の柱状断

面図 ( 第 11 図註 26)) をみると，おもにヨシ，それに附随してスゲ・ミヅカシワなど

第 11 図　低  位  泥  炭  柱  状  図

註 26)　北海道農業試験場の調査による。
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からなっている。

　こゝで注意すべきことは，表層に近く，3cm 内外の，ごく薄い火山灰層が存在して

いることである。この火山灰は灰白色を示し，冲積世最新期の火山活動の産物とみら

れ，おそらく，樽前火山に関係するものと考えられる。

第 12 図 　高  位  泥  炭  柱  状  図



　高位泥炭　高位泥炭は，泥炭形成最後の段階の産物であり，一般に泥炭地の中央部

から周辺部に向かって形成発達する。したがって，分布は泥炭地原野の中央部にかぎ

られている。構成植物は，おもにミヅゴケからなり，ホロムイスゲ・ツルゴケを伴な

っているものもある。太美二十一線南三号附近 ( 第 12 図 A) では，高位泥炭の厚さは

3m に達し，その下位に低位泥炭があることが認められている。また，生振の十二線

北六号 ( 第 12 図の B) では，表層から 2.9m の高位泥炭がみられ，その下位には，

花畔砂壌土と思われる砂層が存在する。

　本地域の泥炭層は，厚いところでは 5m 以上に達し，これから逆に年代を推定註 27)

すると，約 5,000 年前から，この地域は泥炭堆積地であったことがわかる。

Ⅱ．3．4　氾濫原堆積物および現河川堆積物

　低地帯における石狩川および当別川沿岸，山地における望来川・知津狩川などの沿

岸の，各河川の冲積作用による堆積物である。

　低地帯のものは，札幌図幌 21) において，石狩川沿岸植土 ( 石狩川水系 ) および新篠

津植土 ( 当別川水系 ) とされている冲積植土の延長であって，いずれも粘土を混えた

肥沃な土壌である。

　山地の各河川沿いのいわゆる冲積層は，その厚さは 10m を超すことはほとんどなく，

大部分では，川底に基盤が露出している。望来川下流では，厚さ 3 〜 4m で，基盤附

近はおびたゞしい量の流木を含む礫層から，中部は細礫層を混えた砂層から，上部は

シルト〜粘土層からなっている。礫の大部分は，いわゆる硬質頁岩からなる。望来川

はこの冲積層を深く刻んで流れていることは，すでに指摘されている 9) ことである。

この傾向は正利冠川・知津狩川の下流部にもあてはまるものであり，注目すべきであ

ろう。

Ⅱ．3．5　匍 行 堆 積 物

　段丘面の境界の大部分は，冲積面との境界を別として，いずれもはっきりした段丘

崖をつくらず，なだらかな傾斜面を経て，低位の面に移り変わっている。そのもっと

も著しい所は，聚富南麓の聚富面と嶺泊面との境界である。この部分を匍行堆積物と

註 27)　北海道の泥炭は 1cm 堆積するのに 10 年かゝるといわれている。

37



して彩色した。これは一種の麓屑堆積物である。構成物質は，礫・砂・粘土の分級さ

れない混合物であり，細砂の大部分は，当別層のシルト質砂岩と，区別のつかないも

のである。嶺泊面の海成砂層の上を厚く覆い，そのまゝ連続して聚富面の上をも覆っ

ている。この傾向は，程度の差こそあれ，各段丘の“汀線”附近にみられる。このほ

か，段丘堆積層が，2 次的に移動してできた堆積物は各段丘，とくに地蔵沢段丘の地

蔵沢以北の部分 ( 地質図に段丘堆積物を欠いている所 ) に顕著に存在するが，すべて

省略した。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　石　　　油

　古くから石狩油田 15)22) といわれている地域は，東限を青山断層 14)( 当別断層 ) に，

西限を日本海に，北限を先第三系および火成岩類 ( 北厚田層群 6)) に境され，石狩・

厚田・当別・月形図幅にまたがる広い地域である。南限は石狩低地帯によって，地表

にあらわれている部分は境されているが，冲積層下に，なお，同油田地域の延長が札

幌図幅地域にまで延びている。この ( 広義の ) 石狩油田は，さらに海岸背斜 ( 知津狩

背斜あるいは厚田背斜 ) 軸部の厚田油田，俊別背斜 ( 発足背斜あるいは石狩背斜 ) 軸

部の石狩油田 ( 狭義の )，および中小屋半ドーム ( 中小屋背斜あるいは中小屋地膨 )

の油徴地の 3 つに分けられる。これらのうち，現在採油されている地域は，すべて本

図幅地域に含まれる。

　石狩油田 ( 狭義の。以下同じ ) および厚田油田は，明治初期から開発され，なかで

も石狩油田は，北海道における現在までの総産油量の半ば以上を占める，重要な油田

である ( 第 13 図 23) 参照 )。

Ⅲ．1．1　石狩油田 ( 石狩鉱山 )

　位置　石狩国石狩郡石狩町字高岡。五ノ沢から俊別 (5 万分の 1 地形図では春別 )

にかけて，直距離約 4km の山間に位置する。

　沿革　本地域は，慶応元年 (1865 年 ) 頃からすでに発見され，明治 12 年 (1879 年 )
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第 13 図　北海道における年度別原油産出量 23)

頃から 22 年 (1889 年 ) 頃まで，手掘によって，試掘および少量の採油を行っていた。

その後，米国インターナショナル石油会社が，本地域の開発にあたり，明治 36 年 (1903

年 ) に高岡五ノ沢に行った機械掘 ( 綱式 ) による試掘第 1 号井は，地表下 178m で噴油

し，一時は日産 1.8 kl に達し，年間 336 kl の原油を産出した註 28)。これは，北海道

における石油鉱業の端緒を開くに至ったものである。同社は 17 坑さく井したがあま

り振わず，明治 44 年 (1911 年 ) に，同社の改組によって日本石油の所有となった。

その後大正末期から急激に産油量が上昇し ( この間昭和 2 年にロータリー方式採用 )，

昭和 4 年 (1929 年 ) の全盛時には，遂に産油量 10,000 kl/ 年を突破するに至った。

しかし，その後は産油量が年々減退し，こゝ数年間は 1,800 kl/ 年内外となっている。

註 28) 小林儀一郎 15) によれば同井は地下 1,072 尺 (325m) で最大日産 250 石 (45 kl)，年産 2,110 石 ( 約
　　    　380 kl) である。
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第 6 表　年  度  別  産  油  量  表 *
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なお，昭和 17 年 (1942 年 )，石油鉱山部門の統一によって，帝国石油に統合され，現

在に至っている ( 第 13 図および第 6 表参照 )。

　地質および構造　俊別背斜は，この地区で N10 〜 15°E の走向をもち，南へ緩やかに

沈降し，軸部に望来層 ( 硬質頁岩層 ) を露出させている。その構造は，両翼とも 10 〜

20°の対称背斜で，走向方向に俊別−八の沢間で波状部 ( ドーム構造 ) が認められ，優

秀井の 85% はこの部分に位置する。層序は，地表より 400m 内外が望来層で，以下

750m 内外までが盤の沢層，以下は厚田層である。主要な油層は，深度 200 〜 500m

で，望来層・盤の沢層にまたがっており　( 一部は厚田層にもある )，なかんずく，盤

の沢層が主要な油層とみなされている。ちなみに，地質学上，望来層は帽岩および油

槽岩，盤の沢層は油槽岩，厚田層および発足層は母岩といわれている。

　油田現況註 29)　総産油面積 1.43km2，総坑井数 243，坑井当り平均日産量 1.12 kl，

総産油量 149,355 kl(1954 年現在 )，平均坑井当り総産油量 614.63 kl 。

　原油性状註 30)　色相緑黒色，比重 0.775 〜 0.875，粘度 ( レッドウッド秒 )30℃で

29.2，50℃で 28.2，凝固点− 30℃以下。分溜性状は初溜 98℃，10%127℃，20%136

℃，30%158 ℃，40%181 ℃，50%217 ℃，60%246 ℃，70%276 ℃。 硫 黄 分 0.07

%，パラフィン分 1.0%，残溜炭素 0.62%，タール分 11.0%，泥水分 0.3%。なお

本油田の産出ガスには，プロパン以上の重炭化水素を多く含む。これを冷却，圧縮の

工程を経てガソリン年産 240 kl 内外を生産している。

Ⅲ．1．2　厚田油田 ( 厚田鉱山 )

　位置　厚田郡厚田村字知津狩。知津狩川河口附近の海浜に位置する。

　沿革　この地域の石油も，すでに明治以前に発見され，明治 4 〜 5 年 (1870 年 ) 頃

には，小規模の採掘が行われていたらしい。明治 21 年 (1888 年 ) から，北海道石油

組合によって，手掘りによる試掘が行われ，同 37 年頃 (1904 年 )，インターナショナ

ル石油によって，機械掘りによる試掘が行われたが，ともに失敗した。昭和 6 年 (1931

年 ) に至り，日本石油でロータリー式による試掘で産油をみ，以後少量づゝ採油して

現在に至っている。その間，明治 37 年 (1904 年 ) 以後の所属は，石狩油田と同様の

註 29)　石油資源開発株式会社札幌鉱業所の資料による。
註 30)　主として文献 23 により，一部は石油資源開発株式会社札幌鉱業所の資料による。
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経過を辿っている。

　地質および構造　海岸背斜軸直近註 31) の東翼にあたっている。背斜西翼は海中にあ

るため不明。東翼は採油地附近で約 20°の傾斜を示している。地表から 50m 内外は

望来層。以下は盤の沢層と推定されている。含油層は，この両層の処々にある。な

お，本地域の海上 100 〜 200m の所に，かなりの量の石油が浮游していることが，古

くから知られている。

　油田現況　総産油面積 61,800m2( 可採面積 36,900m2)，総坑井数 14，総産油量

3,998,14 kl，平均坑井当り総産油量 285,58 kl。

Ⅲ．1．3　その他の油徴地および試掘井 

　現在採油地となっている俊別・知津狩両地域以外にも，処々に油徴があり，また試

掘が行われている。本図幅地域のみでも，海岸背斜地域では，望来層の夾み ( 砂質部

および凝灰質部 )，および当別層の下部に油徴がかすかに見られ，試掘は，北から嶺

泊 ( 図幅地域より僅かに北 ) において 2 本 ( 明治 37 年および昭和 2 年 )，嶺泊―望来

間 ( 大正 13 年 )，望来―知津狩間 ( 大正 15 年 ) などがなされている。俊別背斜軸部で

も，俊別地区以外に，地蔵沢に 2 本 ( 明治 37 年および大正 14 年 )，高岡に 2 本 ( 明治

35 年および同 36 年 )，その他 ( 記録のないものがある ) が試掘されている ( いずれも成

功せず )。最近では，物理探査によって，低地帯における海岸背斜および俊別背斜の

延長部が注目されつつあり，前者に関しては，現在 ( 昭和 32 年 )，茨戸北方 1,700m

の地点に 2,500m の試掘井が掘られている。

Ⅲ．2　砂鉄 ( 含チタン砂鉄 )

　海岸段丘下の海岸の砂浜中，処々に比較的チタン含有率の高い砂鉄が賦存するが 24)，

このうち，望来川河口北部にやゝ濃集した部分がある。濃集部は幅 1.5m，延長 45m，

厚さの平均 0.15m( 最大 0.25m) 程度である。原砂は着磁率約 35% で，分析結果

註 31)　いままで，海岸背斜軸は，海岸からやゝはなれた海中にあると思われていたが，最近の坑井の資料で
は，ほとんど海岸沿いにあると考えられている。さらに軸附近に一つの凹部があり，複背斜構造が推
定されているが，詳細は未だ明らかでない。
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は次のようである ( 分析者：北海道支所　伊藤聰 )。

　　　　 　Fe  %　　　  TiO2   %　　　 Cr2O3   %　　　 SiO2   %　　　 比重

　　　　　 39.19　　　   13.44　　　      0.47　　　    16.60　　　 　3.9

　品位は良好であるが，鉱量が少ないために，経済的価値はあまり期待できないであ

ろう。

Ⅲ．3　地　下　水

　本地域の冲積層地帯の地下水の水質は一般に悪く，望来川流域，とくに河口附近の

望来市街地では，古くから深刻な飲用水不足に悩んでいた。この原因は，冲積層の発

達がきわめて貧弱であるうえ，基盤の望来層および当別層下部の岩質が，いずれも不

透水性のものばかりで帯水層がないこと，また，望来川の河川勾配がきわめて緩やか

でほとんど流れず，河水に腐植質物・硫化水素・鉄分などを多く含んでいることなど

である。最近 (1953 年 )，同市街地から約 4km 弱上流，小沢の沢口の地下水を水

源地とする水道によって，この問題を解決した。水源の地下水は，この附近としては

例外的に水質がよく，水量も豊富であるが，これは，当別層下部の粗鬆な凝灰岩薄層

( おそらく K1) の異常に膨れた部分 ( 普通数 10cm であるが，こゝでは 3m 以上とな

っている ) を帯水層としているためである。

　附　低地帶の地下水
　低 地 帯 の 地 下 水 に つ い て ， 興 味 あ る 事 実 が 報 告 さ れ て い る 。

　 石 狩 太 美 の 附 近 で は， 昔 か ら 被 圧 地 下 水 が 知 ら れ て お り， か な り の 深 さ の 掘 抜

井 戸 (25 〜 30 間 の 深 さ ) で あ っ て も 自 噴 し て い る。 こ の 附 近 の 地 下 水 は 温 度 が 高

く， ま た， そ の な か に は 相 当 の 塩 分 が 含 ま れ て い る。1951 年 冬 季 の 調 査註 32) に よ

る と， 太 美 駅 附 近 で 20 ℃ 以 上 を 示 し て い る。 温 度 分 布 ( 第 14 図 ) は 太 美 駅 を 中

心 に し て， 周 辺 に 向 か っ て 低 下 す る。 ま た， 塩 分 (Cl) の 分 布 は 第 15 図 に 示 す

よ う に， 美 登 江 附 近 で は 1,000 mg/l に 達 し， 太 美 駅 附 近 で は 500 mg/l と な り，

こ の 温 度 分 布 と 塩 分 分 布 と は 必 ず し も 一 致 し て い な い こ と が 注 目 さ れ る 。

註 32)　北大理学部　福富孝治・藤木忠美 ( 地球物理 ) および北川芳男 ( 地質 ) の調査による。なお，温度分
　　　      布，塩分含有量の図は同氏らの未発表資料によった。こゝに深く謝意を表する。
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第 14 図　石狩太美附近の地下水温度分布図 ( 数字は摂氏度数 )



第 15 図　石狩太美附近の井戸水の塩素量分布図  ( 数字は mg/l をあらわす )

III．4　そ　の　他

　石狩低地帯は，平原天然ガス田として近年注目され 26)27) 註 33)，その将来を嘱望され

ているところであるが，この地域に関しては，現在のところほとんどなにも判ってい

ない。

　泥炭は，これまで農家の冬季の副業として，あるいは自家用として採掘され，燃料

に用いられて来たが，その規模は論ずるに足りない。今回の調査期間中は，美登位北

方，十線北六号附近で，やゝ大規模に採掘が行われ，また処々で，土地改良の副産物

として泥炭が産出されていた。

　材木沢層および獅子内層の礫が，砂利として小規模に利用されている。また，土木

工事用として，海浜堆積物の砂層が採掘されている。

註 33)　文献 26，27 には，いわゆるガス徴地として本地域の低地帯が含められているが，記載はほとんど皆無
　　　で，将来の調査が期待される。
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(Abstract)

GEOLOGY 

T h e  a r e a  m a p p e d  i s  l o c a t e d  i n  t h e  n o r t h e r n  a d j a c e n t  a r e a  o f  

t h e  s h e e t - m a p  o f  “ S a p p o r o ” ,  i n  w h i c h  t h e  c i t y  o f  S a p p o r o ,  t h e  

m e t r o p o l i s  o f  H o k k a i d ō ,  i s  s i t u a t e d .  

G e o l o g i c a l l y ,  t h e  n o r t h e a s t e r n  h i l l y  l a n d  b e l o n g s  t o  a  p a r t  o f  

t h e  s o - c a l l e d  K a b a t o  m o u n t a i n l a n d ,  a n d  t h e  s o u t h w e s t e r n  l o w l a n d  

t o  t h e  I s h i k a r i  p l a i n  ( I s h i k a r i  d e p r e s s i o n ) .    T h e  r i v e r  I s h i k a r i ,  

o n e  o f  t h e  g r e a t  r i v e r s  i n  J a p a n ,  p o u r s  i t s e l f  i n t o  t h e  S e a  o f  J a p a n  

( I s h i k a r i  b a y )  t h r o u g h  t h e  t o w n  I s h i k a r i .
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N E O G E N E  T E R T I A R Y  
N e o g e n e  Te r t i a r y  i s  d i v i d e d  i n t o  3  c o n f o r m a b l e  f o r m a t i o n s  ;  t h e  

M ō r a i ,  T ō b e t s u  a n d  Z a i m o k u z a w a  f o r m a t i o n s  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  
T e c t o n i c a l l y ,  t h e s e  f o r m a t i o n s  a r e  c o n t r o l l e d  b y  a  s i m p l e  g r e a t  

o p e n - f o l d e d  s t r u c t u r e  w h i c h  f o r m s  t h e  I s h i k a r i  o i l  f i e l d .   T h e  
K a i g a n  a n t i c l i n e ,  S h u m b e t s u  a n t i c l i n e  a n d  M a s a r i k a p p u  s y n c l i n e ,  
r u n n i n g  p a r a l l e l  t o  e a c h  o t h e r  f r o m  n o r t h  t o  s o u t h ,  a r e  t h e  m a i n  
c o m p o n e n t s  o f  t h e  a b o v e - m e n t i o n e d  s t r u c t u r e .  

M ō r a i  f o r m a t i o n    T h e  M o r a l  f o r m a t i o n  o c c u p i e s  t h e  l o w e s t  p a r t  
o f  t h e  s t r a t i g r a p h i c  s u c c e s s i o n  i n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  a n d  i t  o c c u r s  
a l o n g  t h e  K a i g a n  a n d  S h u m b e t s u  a n t i c l i n a l  a x e s .   I t  c o n s i s t s  m a i n l y  
o f  c l e a r l y  s t r a t i f i e d  m u d s t o n e  a s s o c i a t e d  w i t h  s e v e r a l  t h i n  l a y e r s  o f  
t u f f .   B i g  m a r l y  n o d u l e s ,  o f  w h i c h  d i a m e t e r  r e a c h e s  t o  3  m  o r  m o r e ,  
a r e  c o n t a i n e d  i n  e v e r y  p a r t  o f  t h i s  f o r m a t i o n .   I n  t h e  s e a - c l i f f  n e a r  
M ō r a i ,  m a n y  m o l l u s c a n  f o s s i l s  a r e  c o n t a i n e d  ( r e f e r  t o  T a b l e  1  i n  
t h e  J a p a n e s e  T e x t ) .   T h e  t h i c k n e s s  o f  t h e  f o r m a t i o n  r a n g e s  f r o m  
2 5 0  m  a t  t h e  K a i g a n  a n t i c l i n e  t o  6 0 0  m  a t  t h e  S h u m b e t s u  a n t i c l i n e .  

T h e  M ō r a i  f o r m a t i o n  c o r r e s p o n d s  l i t h o l o g i c a l l y  a n d  p a l e o n t o l o g i -
c a l l y  t o  t h e  Wa k k a n a i  f o r m a t i o n  ( y o u n g e r  M i o c e n e )  o r  t o  t h e  s o -
c a l l e d  “ H a r d  S h a l e ”  h o r i z o n  i n  t h e  c l a s s i c  s t r a t i g r a p h y  o f  H o k k a i d ō .  

T ō b e t s u  f o r m a t i o n    T h e  N e o g e n e  Te r t i a r y  o f  t h e  m a p p e d  a r e a 
i s  c o n s t r u c t e d  m o s t l y  o f  t h e  T ō b e t s u  f o r m a t i o n .   T h e  l o w e r  p a r t  
o f  t h e  f o r m a t i o n  i s  m o r e  o r  l e s s  c o m p o s e d  o f  m u d d y  f a c i e s ,  n a m e l y  
w i t h  d i a t o m a c e o u s  s i l t s t o n e  n e a r  t h e  K a i g a n  a n t i c l i n e  a n d  w i t h  p o o r -
l y  s t r a t i f i e d  m u d s t o n e  n e a r  t h e  S h u m b e t s u  a n t i c l i n e .   I t  i s  t h e  
t r a n s i t i o n a l  f a c i e s  b e t w e e n  t h e  M ō r a i  f o r m a t i o n  a n d  t h e  u p p e r  m a i n  
p a r t  o f  t h e  T ō b e t s u  f o r m a t i o n  ( r e f e r  t h e  F i g s . 3  a n d  4  i n  t h e  J a p a -
n e s e  Te x t ) .   T h e  u p p e r  m a i n  p a r t  o f  t h e  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  
c o m p a r a t i v e l y  m o n o t o n o u s ,  m a s s i v e ,  f i n e -  t o  v e r y  f i n e - g r a i n e d  s a n d -
s t o n e ,  t u r n i n g  y e l l o w i s h  g r e y  t o  b r o w n i s h  g r e y  c o l o u r  o n  t h e  w e a t h -
e r e d  s u r f a c e .   T h i n l y  l a y e r e d  t u f f  a n d  t u f f - b r e c c i a  o f  m o r e  o r  l e s s  
a c i d i c  p r o p e r t i e s ,  a r e  i n t e r c a l a t e d  i n  s e v e r a l  h o r i z o n s ,  a n d  s o m e  o f  
t h e m  a r e  t r a c e a b l e  l o c a l l y  a s  k e y  b e d s  ( e s p e c i a l l y  K 1 - K 4 ) .   F o s s i l s  
o b t a i n e d  f r o m  t h i s  f o r m a t i o n  a r e  s h o w n  i n  t h e  T a b l e  2  i n  t h e  J a p a -
n e s e  T e x t .   T h e  t h i c k n e s s  o f  t h i s  f o r m a t i o n  i s  7 0 0 ~ 9 0 0  m  o r  m o r e .



Z a i m o k u z a w a  f o r m a t i o n    I t  i s  t h e  u p p e r m o s t  f o r m a t i o n  o f  t h e 
N e o g e n e  T e r t i a r y  n o t  m e r e l y  i n  t h e  p r e s e n t  a r e a ,  b u t  i n  t h e  w h o l e  
s o u t h e r n  p a r t  o f  K a b a t o  m o u n t a i n l a n d .   T h e  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  o f  
t h e  a l t e r n a t i o n  o f  c o n g l o m e r a t e ,  s a n d s t o n e  a n d  s i l t s t o n e ,  a n d  s h o w s 
p a r t l y  c r o s s - l a m i n a t i o n s  w h i c h  r e p r e s e n t  a  l i t t o r a l  f a c i e s .   T h e  c o n -
g l o m e r a t e  c o n t a i n s  w e l l  r o u n d e d  p e b b l e s  o f  p r e - T e r t i a r y  c l a y s l a t e ,  
s i l i c e o u s  r o c k s ,  r e d  c h e r t ,  v e i n  q u a r t z ,  e t c .  a n d  T e r t i a r y  r h y o l i t e .  
A m o n g  t h e m ,  t h e  l a s t  o n e  i s  m o s t  p r e d o m i n a n t .   S a n d s t o n e  i s  
b r o w n  i n  c o l o u r ,  m i c a c e o u s  a n d  q u a r t z o s e ,  a n d  c o a r s e -  t o  m e d i u m -
g r a i n e d .   F o s s i l s  c o n t a i n e d  i n  t h i s  f o r m a t i o n  a r e  p r e s e r v e d  o n l y  a s  
c a s t s ,  s o  t h a t ,  t h e  m o s t  o f  t h e i r  s p e c i f i c  n a m e s  a r e  i n d e t e r m i n a b l e .  
T h e y  a r e  s h o w n  o n  p a g e s  1 7 ,  1 8  i n  t h e  J a p a n e s e  T e x t .   T h e  
t h i c k n e s s  o f  t h e  f o r m a t i o n  i s  m o r e  t h a n  4 5 0  m .  

P L E I S T O C E N E  
T h e  P l e i s t o c e n e  o c c u r r e d  i n  t h i s  a r e a  h a s  t w o  m a i n  d i v i s i o n s ,  

n a m e l y ,  o l d e r  a n d  y o u n g e r  P l e i s t o c e n e .   T h e  f o r m e r  c o n s i s t s  o f  
t h e  m a r i n e  S h i s h i n a i  f o r m a t i o n  a n d  n o n - m a r i n e  D a t e y a m a  f o r m a t i o n ,  
a n d  t h e  l a t t e r  f o r m s  s e v e r a l  t e r r a c e  d e p o s i t s .  

T h e  S h i s h i n a i  f o r m a t i o n  i s  o n e  o f  t h e  m o s t  t y p i c a l  s e d i m e n t s  o f  
t h e  m a r i n e  d i l l u v i a l  d e p o s i t s  i n  H o k k a i d ō .   I t  i s  c o m p o s e d  o f  l o o s e -
l y  s o l i d i f i e d ,  s o r t e d  s a n d  a n d  g r a v e l ,  s h o w i n g  c r o s s - l a m i n a t i o n .   I t  
c o n t a i n s  m a n y  k i n d s  o f  m a r i n e  m o l l u s c s  a n d  f o r a m i n i f e r a ,  w h i c h 
a r e  s h o w n  i n  t h e  T a b l e  3  a n d  p a g e s  2 3 ,  2 4  o f  t h e  J a p a n e s e  T e x t .  
T h e  c o m p o s i t i o n  o f  t h e  S h i s h i n a i  f a u n a  r e v e a l s  t h a t  t h e  w a t e r  
t e m p e r a t u r e  i n  t h e  d e p o s i t i o n a l  t i m e  o f  t h e  S h i s h i n a i  f o r m a t i o n  w a s 
a p p r o x i m a t e l y  s i m i l a r  w i t h  t h a t  o f  t h e  p r e s e n t  t i m e  i n  t h i s  a r e a  
( I s h i k a r i  b a y ) .  

T h e  D a t e y a m a  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  o f  t h i n l y  a l t e r n a t e d  s a n d ,  g r a v -
e l  a n d  c l a y .   A m o n g  t h e m ,  c l a y  i s  m o s t  p r e d o m i n a n t .   F r a g m e n t a l  
p l a n t  r e m a i n s  a r e  a b u n d a n t l y  c o n t a i n e d  i n  i t ,  t h e r e f o r e ,  t h e  f o r m a -
t i o n  i s  s u p p o s e d  t o  b e  n o n - m a r i n e  ( p r o b a b l y  l a c u s t r i n e  d e p o s i t s ) .  
J u d g i n g  f r o m  t h e  s t r a t i g r a p h i c  r e l a t i o n ,  t h e  D a t e y a m a  f o r m a t i o n  i s  
p r e s u m e d  t o  b e  t h e  t r a n s f e r r e d  f a c i e s  o f  t h e  S h i s h i n a i  f o r m a t i o n  o r  
t h e  s e d i m e n t s  w h i c h  l i e  c o n f o r m a b l y  o v e r  t h e  S h i s h i n a i  f o r m a t i o n .
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I n  t h i s  a r e a ,  s e v e r a l  s t e p p e d  t e r r a c e  p l a n e s  a r e  p r e s e r v e d ,  a n d 
t h e y  a r e  c a l l e d ,  a s  a  w h o l e ,  I s h i k a r i  t e r r a c e .   T h e y  b e l o n g  t o  t h e 
l o w e r  a n d  m i d d l e  o f  3  t e r r a c e  g r o u p s  w h i c h  a r e  g e n e r a l l y  r e c o g -
n i z e d  t h r o u g h o u t  i n  H o k k a i d ō .   T h e i r  t o p o g r a p h i c  a n d  s t r a t i g r a p h i c  
r e l a t i o n s  a r e  g i v e n  i n  T a b l e  1 .   I t  i s  n o t e w o r t h y  t h a t  e a c h  p l a n e 
o f  t h e  I s h i k a r i  t e r r a c e  i s  s l i g h t l y  e l e v a t e d  a t  s u c h  p l a n e  i n  w h i c h 
t h e  a n t i c l i n a l  a x i s  c o m p o s e d  o f  t h e  b a s a l  N e o g e n e  s e d i m e n t s  r u n s 
t h r o u g h .  

R E C E N T  
T h e  a l l u v i a l  p l a i n  o f  t h i s  a r e a ,  c o n s t r u c t i n g  t h e  I s h i k a r i  p l a i n 

( I s h i k a r i  d e p r e s s i o n ) ,  i s  d i v i d e d  g e o l o g i c a l l y  i n t o  t w o  p a r t s  ;  t h e  o n e 
i s  t h e  a r e a  c h a r a c t e r i z e d  b y  m a n y  r a n g e s  o f  s a n d  b a n k s  w h i c h  c o n -
s i s t  o f  s a n d  o r  s a n d y  l o a m ,  t h e  o t h e r  i s  t h e  m a r s h y  o r  b o g g y  l o w -
l a n d  w h i c h  i s  c o m p o s e d  o f  v a r i o u s  k i n d s  o f  p e a t y  m a t e r i a l s .   T h e 
M o m i j i y a m a  f o s s i l  s a n d - d u n e  s e p a r a t e s  t h e  f o r m e r  f r o m  t h e  l a t t e r ,  
a n d  i t  r u n s  t h r o u g h  p a r a l l e l  t o  t h e  r e c e n t  c o a s t .   A l o n g  t h e  c o a s t  
l i n e ,  r e c e n t  I s h i k a r i  s a n d - d u n e  i s  w e l l  d e v e l o p e d ,  b u t  i s  r a t h e r  s m a l l  
i n  s c a l e  a s  c o m p a r e d  w i t h  t h e  M o m i j i y a m a  s a n d - d u n e .   F l o o d 
p l a i n  d e p o s i t s  a r e  d e v e l o p e d  a l o n g  e a c h  r i v e r ,  e s p e c i a l l y  a l o n g  t h e 
r i v e r  I s h i k a r i .  

ECONOMIC GEOLOGY 

Petroleum  
S i n c e  t h e  b e g i n n i n g  o f  t h i s  c e n t u r y  ( 1 9 0 3 ) ,  o i l  h a s  b e e n  e x p l o i t -

e d  i n  t h i s  a r e a ,  u n d e r  t h e  n a m e  o f  “ I s h i k a r i  O i l  F i e l d ”  w h i c h  i s  
o n e  o f  t h e  n o t a b l e  o i l  f i e l d s  i n  H o k k a i d ō .   T h i s  i s  c o m p o s e d  o f  2  
s e p a r a t e d  a r e a s ,  n a m e l y  t h e  I s h i k a r i  o i l  f i e l d  ( i n  t h e  n a r r o w  s e n s e )  
s i t u a t e d  o n  t h e  S h u m b e t s u  a n t i c l i n e  a n d  t h e  A t s u t a  o i l  f i e l d  o n  t h e 
K a i g a n  a n t i c l i n e .   B o t h  o f  t h e m  h a v e  t h e  s a m e  g e o l o g i c a l  c o n d i t i o n s ;  
t h e  M ō r a l  f o r m a t i o n  i s  p r e s u m e d  t o  b e  t h e  " c a p  r o c k " ,  a n d  t h e 
B a n ' n o s a w a  f o r m a t i o n  ( n o n - e x p o s e d )  t o  b e  t h e  “ o i l  r e s e r v o i r ” .
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Table 1
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A s  s h o w n  i n  T a b l e  6  a n d  F i g .  1 3  i n  t h e  J a p a n e s e  T e x t ,  y e a r l y  
o u t p u t s  o f  t h e s e  o i l  f i e l d s  h a v e  g r a d u a l l y  f a l l e n  s i n c e  1 9 2 9 ,  a n d  t h e 
a c t u a l  p r o d u c t i o n  i s  n o w  l i m i t e d  t o  m o r e  o r  l e s s  t h a n  1 , 8 0 0  k l .  p e r  
y e a r .  

Ve r y  r e c e n t l y ,  a c c o r d i n g  t o  t h e  p r o g r e s s  o f  t h e  g r a v i t a t i o n a l
p r o s p e c t i n g ,  t h e  S h u m b e t s u  a n d  K a i g a n  a n t i c l i n e s  h a v e  b e e n  e x t e n -
s i v e l y  t r a c e d  u n d e r  t h e  I s h i k a r i  p l a i n ,  a n d  a  g r e a t  t e s t  b o r i n g  h a s  
b e e n  c a r r i e d  o u t .
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